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友枝　　セニャル儀礼の増殖表象

セ ニ ャ ル 儀 礼 の 増 殖 表 象

一 中央アンデスの家畜増殖儀礼一

友 枝 啓 泰＊

Símbolos de la Fertilidad en el Señal-Ritual en los Andes Centrales

Hiroyasu  Tom  OEDA

   En la region central de los Andes todos los  ahos a determinada 
 epoca de marcar al ganado se celebra la fiesta del ganado, que se 

cumple conforme a un patron  cormin en toda la region aunque 
los  detalles  varian en cada pueblo. Los rituales cumplidos en la 
fiesta, que tienen como objeto principal  protecciOn e incremento 
del hato, representan  la fertilidad en varios aspectos. 

   El presente  articulo analiza el sistema  simbolico que con-
stituyen los rituales, enfocando representaciones de la fertilidad en 
diferentes contextos rituales  como  :  reproducciOn sexual; incre-
mento  numerico; fertilidad  generica y no especificante, tratando 
los aspectos de "matrimonio del ganado", "cocaquintu", y  0  use 
ritual de  "chulla-llampu-untu" y  fibres.  De este  analisis resalta 

 el mensaje  basic° y elemental del ritual que  diria marcar la,ertilidad 
controlada. 
    Las  fibres, cuyo valor  simbolico se destaca en los rituales ya 

que ellas hacen ostensibles los significados del ritual, representan 
la fertilidad (el incremento numerico en sentido  especifico) al lado 
del efecto, en cambio de las  hojas de coca que representan  la causa. 

 0 sea, las  fibres y las cocas ocupan  posiciOn  simetrica en el sistema 
 simbolico del ritual. 

    Las  flores arrojadas sobre  el ganado junto con cereales menu-
dos, dulces y frutas al final de la marca simbolizan una  mediaciOn 
entre la esperanza de incremento y la realidad actual de tenencia 

ganadera, que es sino un variante del mensaje arriba mencionado.
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は じ め に

　 中 央 ア ンデ ス地 帯 （ペ ル ー ・ボ リビァ領 ） の農 村 で は ， 家畜 の増 殖 に関 す る儀 礼 が

広 く行 われ ，一 般 に 「家 畜 の祭 り」ｆｉｅｓｔａ　ｄｅｌ　ｇａｎａｄｏ の 名 で 呼 ばれ て い る。 毎 年 の

あ る き ま った時 期 に， 新 た に生 れ た 家畜 に所 有 者 の し る しを つ け， そ の際 に 山 の ス ピ

リ ッ トへ の捧 げ物 を行 い， 家 畜 の 保 護 と増 殖 を祈 願 す る のが ， この 祭 りの基 本 的 な 内

容 で あ る。 家 畜 に しる し ｓｅｆｉａｌを つ け るの は この祭 りの全 て に共 通 す る不 変 の 様相 で

あ り，以 下 に考 察 の 対 象 とな る中 央 ア ンデ ス の 家畜 増 殖 儀 礼 を さ して ， セ ニ ャル儀 礼

と呼 ぶ こと にす る。

　 セ ニ ャル儀 礼 に は地 域 を 超 え た共 通 のパ タ ー ンが あ り， 同時 に そ の細 部 に関 して は，

Ａｒｇｕｅｄａｓ も指 摘 す る よ う に ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 １９５３：２６４］， 村 ご と に異 な った 様 相 を み

せ て い る。一 定 範 囲 の地 域 （中央 ア ンデ ス） に み られ る特 徴 的事 象 で あ るセ ニ ャル 儀

礼 を扱 い， そ の共 通 性 と個 別 性 を 同 時 に 明 らか にす る方 法 と して， 事 象 に 関す る具 体

的 な民 族 誌 的 資料 の記 述 統 合 を行 い ， そ れ を通 じて セ ニ ャル 儀 礼 の一 般 モデ ル を作 る

の が， 最 も有 効 と思 わ れ る。 筆者 の 関心 は セ ニ ャル 儀 礼 の 表 象 的 局 面 に あ り， したが

って ， この モ デ ル は セ ニ ャル儀 礼 の 表 象 を一 定 の体 系 と して 把 握 す るた め の もので あ

る。 同時 に， 個 々の セ ニ ャル儀 礼 間 の共 通性 や相 違 を， 同 一 体 系 内 の ヴ ァ リエ ー シ ョ

ンと して説 明 す る 点 に お いて ， モデ ル は構 造 的で あ る。 も と よ りモ デ ル の有 効 性 は，

全 て の セ ニ ャル 儀 礼 の 具体 的事 実 を ， そ の細 部 に わ た って ど の程 度 まで 説 明 し うる か

に か か って い る。

　 本 稿 は 目下 ま と めつ つ あ るセ ニ ャル 儀 礼 研 究 の一 部 で あ り， 特 に増 殖 表 象 の 局 面 に

限 った 考察 で あ る。 この分 析 の結 果 はそ れ な りの ま とま りを有 す る と思 うが ， 論 文構

成 上 の 不備 は否 定 しが た い の で， 予 報 的 性 格 を も った研 究 ノ ー トと して 提 出 す る。以

下 に 扱 う ２つ の事 例 は ， セ ニ ャル儀 礼 の共 通 性 や相 違 を記 述 的 レベル に お い て 明 らか

にす るた め の記 述 的 統 合 の 試 み で あ るが ， 本 稿 の範 囲 で分 析 の対 象 とな った 部 分 は 限

られ て い る。 な お Ｔｕｐｅ 村 の 事 例 は Ｍ ａｔｏｓ ［１９５１］，　Ｍ ａｃｕｓａｎｉ地 方 の 事 例 は

Ｄｅｌｇａｄｏ【１９７１：１８５－１９６］の 報 告 を ， 報 告者 の 記述 に 従 って ま とめた もの で あ る。
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分析の対象となるその他の資料の出典はその都度明示 したが，Ｓｏｃｏｓ村の資料は筆者

の調査 （１９６６）に基づ くものである。

　本稿の一部を含むセニャル儀礼の大まかな分析は，本館の 「新大陸の文化変容」に

関する共同研究会 （代表者 ：大給近達，昭和５２年度）で発表 したもので，その際共同

研究員の諸氏から多 くの示唆を得たことを記 し，ここで感謝の意を表 しておきたい。

なお研究テーマである 「文化変容」との関連で，研究会では，家畜のセニャル儀礼と

クロニスタが記録したインカ貴族の成人式が，同一構造の変形儀礼として理解できる

可能性を指摘 し，歴史的な変化にもかかわらず，アンデス社会の構造的一貫性が存す

る可能性を示唆 した。

１． Ｔｕｐｅ 村 の事 例

　 １　 Ｌｉｍ ａ県 の 山 岳地 帯 に あ る Ｔｕｐｅ村 は，　Ｋａｕｋｃ語 の伝 統 が残 って い る イ ンデ

ィオ農 村 で ， ケ チ ュ ア語 圏 内 の 言語 孤 島 に な って い る。海 抜 ２，８００ｍ の高 さ に村 が

あ り， 生 業 の主 体 は 農 耕 で あ る 。近 年 に な って 家 畜 飼 育 が盛 ん に な った が ， か つ て は

村 域 内 の高 原 の ブ ナ ｐｕｎａが村 人 に よ って利 用 され る こ とは 殆 ど な か った。 社 会 的 ，

経 済 的 に他 地 域 か ら比 較 的 に孤 立 した状 態 に あ る。

　 ２　 現 在 の村 で の家 畜 飼 育 に は ２つ の タイ プ が あ り， ブ ナを利 用す る専 業 化 した家

畜 飼 育 と， 村 の 位 置 す る谷 間 を利 用 した 小 規 模 な家 畜 飼 育 に分 け られ る。前 者 で は羊 ，

リャマ ， ア ル パ カの 飼 育 が 主 とな り， 後 者 で は，役 畜 と して 利 用 した り， 自家 消 費 用

の乳 ， 毛 皮 ， 肉を 得 るた め に小 数 の家 畜 を 飼 う。

　 ３　 家 畜 に所 有 老 の し る し ｍ ａｒｃａ を つ け るた め の祭 りを， この村 で は 「焼 印 の祭

り」 ｆｉｅｓｔａ　ｄｅ　ｈｅｒｒａｎｚａ とい う。 これ は牛 馬 に焼 印 を いれ る のが 目的 だ が ， そ の 際 に

催 す 祭 りに は伝 統 的 な家 畜 の リャマ ， アル パ カ に 関 した 儀 礼 が 習 合 して い る。 Ｔｕｐｅ

村 に お け る最 も盛 ん な祭 りの 一 つで ， ほ か の祭 りは さて お い て も， 家 畜 に関 した 祭 り

だ け は誰 し もお ろ そ か に しな い。

　 ４　 Ｔｕｐｅに は 種 々の 家 畜 の 儀 礼 が あ り， そ の中 で 最 も重 要 な の が焼 印 の祭 りで あ

る 。 家 畜 を 保 護 して くれ る ス ピリ ッ トの 意 を 迎 え， この ス ピ リ ッ トが 誰 の所 有 物 で あ

る か を認 め ， そ の 家 畜 を 守 って くれ る よ う に祈 願 す る た めの 祭 りで あ る。他 地 域 の場

合 と ちが って ， Ｔｕｐｅ の家 畜 増 殖 儀 礼 は， カー と バル の時 期 で はな しに ， ペ ンテ コス

テ スか ら ７月 ２５日の 聖 サ ンテ ィア ゴ の 日 に か けて 行 わ れ る。

　 ５　 祭 りは 前 夜 祭 ｖｉｓｐｅｒａ，焼 印 入 れ ｈｅｒｒａｎｚａ，焼 印入 れ の 続 き，「しる し洗 い」ｌａｖａ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３
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ｓｅｒｔａｌ， 「頭 痛 治 し」 ｃｕｒａｃａｂｅｚａ の ５段 階 か ら成 るが ， 焼 印 入 れ は １日で 終 了 す る こ

と もあ る し， ５日 目の 「頭 痛 治 し」 は省 略 す る こと もあ る。 した が って ，祭 りの過 程

は基 本 的 に前 夜 祭 ， 焼 印 入 れ， 「しる し洗 い」 の ３日で あ り， ま た そ れ 以下 に 短縮 す

る こ とは で きな い。

　 ６　 祭 りを 催 す に は 相 当の 経 済 的 負 担 が あ り， 金 額 に して １，０００ソー レス を 超 え

る。 この機 会 に家 族 成 員 の 衣服 や 履 物 を 新 調す る。 宴 会 料 理 用 に 大 量 の た き木 を 集

め， じ ゃが い も， と う もろ こ し， チ ー ズ な ど の材 料 を 用意 す る。 これ は パ チ ャマ ンカ

ｐａｃｈａｍａｎｃａ と い うむ し焼料 理 の た めで ， ほ か に羊 ， 山羊 な ど数 頭 を 殺 す 。 ま た祭

りで 演 奏 して くれ る楽 隊 を契 約 して 雇 う。

　 ７　 少女 た ちは 山 の高 い所 へ 赴 い て ， 飾 りつ け の た め の ｃｈａｐｒａ，　ｈｕａｍ ａｎｒｉｐａ な

ど の高 山植 物 の 花 を採 って くる。 主 人 は 海岸 の 町 まで 出向 い て オ レン ジ， バ ナ ナ， チ

リモ ヤ， グ ァヤバ ， ざ くろ， び わ ， さ と う きび ， パ ン， 菓 子 ， 南 京 豆 ， 干 しぶ ど う，

ビス ケ ッ ト， 飴 玉 ， アル コー ル， さつ ま い も， ユ カい も， アル バ ア カ ａｌｂａｈａｃａ （香

りの あ る植 物 ） な どを 購 入す る。 昔 か ら祭 りで 用 い られ て き た こ れ らの 品 物 を 欠 いて

は ， 焼 印 の 祭 りは で き な い とい わ れ る。 ま た 山岳 地 帯 の 町 で あ る Ｈｕａｎｃａｙｏへ 行 っ

て ， ア ル パ カ毛 製 の多 色 リボ ン， ピス コ酒 ， 甘 ロ ワ イ ン ｖｉｎｏ　ｄｕｌｃｅ，ア ニ ス酒 ， メ ン

トー ル 酒 を 手 に 入れ る。

　 ８　 祭 りで使 用 す る道 具 と して ，所 有 者 印 を 入 れ る焼鏝 ，牛 の角 を 切 る鋸 「しる し」

ｓｅｆｉａｌを洗 うバ ケ ッ， チ チ ャ酒 を 用 意 す る バ ケ ッ， 家 畜 の耳 に しる しを 切 り入 れ る ナ

イ フ，流 れ た血 を受 け る銀 製 容器 ，血 を 飲 む た め の 銀 製 コ ップ ，「怠 け者 」ｆｌ（）ｊｏ を 叩 く

た めの 鞭 ｔｒｏｎａｄｏｒ，踊 り用 の鞭 ｌａｚｏ，ア ル パ カ毛 製 の多 色 リボ ン，　ｗａｌｌｐａ （ｗｉｎｔｒａ）

とい う房 飾 り， メ サ ｍｅｓａ と呼 ぶ 一 種 の 祭 壇 に す る多色 の マ ン ト ｍｉｌａｋ’ａｔｒａ，牛 ま た

は鹿 の 角 笛 ，国旗 ，花 飾 り した 聖 人 像 ，香 水 の 一 種 で あ る ａｇｕａ　ｆｌｏｒｉｄａ や ｔｈｉｍｏｌｉｎａ，

な ど が あ る。

　 ９　 そ の ほ か に， と う もろ こ し粉 を水 溶 き し た 舐 ｓａ， リャマ の 脂 肪分 ｓｅｂｏ，占い

に 用 い る 白色 の と う もろ こ し粒， 顔 に塗 る と う も ろ こ し粉 ｍ ａｃｈｉｃａ，参 加 者 に 分 配 し

た り， 煎 じ液 を つ くった り， 占い に用 い た りす る コ カ の葉 ， ピス コ酒 ， 甘 ロ ワィ ン

ｖｉｎｏ　ｄｕｌｃｅ，俗 に 「きつ ね 」ｚｏｒｒｏ と称 す る度 の 強 い さ と う きび蒸 溜 酒 （ア ル コ ール ・

プ ロ と もい う）， 茶 ・コ カの葉 ・小 麦 の煎 じ液 に レモ ン ・砂 糖 ・アル コー ル を 加 え た

飲 物 ｃｈａｍ ｉｓｃｏｌ，牛 乳 を 熱 く して お いて アル コー ル を 加 え て 冷 や した飲 物 ｄｉａｎａを 用

意 す る。

　 １０ 祭 りは家 族 単 位 で 催 し，村 外 へ 働 き に でて い る家 族 成 員 は この機 会 に 帰 村 す る。

４



友枝　　セニャル儀礼の増殖表象

家 族 が揃 わ な い と祭 りが で きな い と もい われ ， 祭 りの 主催 者 で あ る父 親 が ， 子 供 た ち

に家 畜 を 分配 す る こと と も関 連 して い る。

　 ］１ 前 夜祭 の 日の午 後 ， 祭 りを す る家 に家 族 員 ， 親 族 ， 友 人 が 集 ま る。 女 た ちが マ

ン ト， 留 め ピ ン， 耳 飾 り， 花 な どで 女 主 人 を 美 し く ＶｉＳｔＯＳａｍｅｎｔｅに飾 りた て る。

　 １２ 前 夜 祭 は 夜 ９時 頃 の 「祈 り」 ｒｅｓｐｏｎｓｏ か ら始 ま る。 これ は死 者 の冥 福 を 祈 る

儀 礼 で ， 専 門 の 歌 い手 が ラテ ン語 の 祈 禧 文 を 唱 え る。 先 祖 を 記 念 す る た め で あ り， 祭

りが 全 て 旨 く運 ば れ るよ うに と い う 目的 で ， これ を行 う。 非 常 に厳 粛 に ， 静 か な雰 囲

気 の うち に祭 りが 始 ま る。

　 ］３ 祈 りの あ とで メサ を 広 げ る儀 礼 ｔｅｎｄｉｄｏ　ｄｃ　Ｉａ　ｍ ｅｓａが あ る。 多 色 の マ ン トを

床 に広 げ， そ の上 に 果 実 ， 南 京 豆 な ど予 め用 意 した品 を置 く。 この メサ は 「生 きて

い る聖 な る大 地 」 を 表 す と され る。 メサ を 広 げ おわ る と， 歌 と踊 りが あ り， 全 員 で

ｃｈａｍｉｓｃｏｌを 飲 む 。 契 約 した楽 隊 が， この 席 で この祭 り用 に作 った新 曲を 披 露 し， 参

加 者 全 員 で 習 い憶 え る。 楽 隊 は バ イオ リン，ハ ー プ， ク ラ リネ ッ トな ど か ら編 成 され ，

これ に伝 統 的 な 楽 器 と して 女 性 が 叩 く太 鼓 ｔｉｎｙａ，男 性 が 吹 く ｐｉｎｋｕｌｌｏ，　ｑｕｅｎａの 笛

が加 わ る。 前 夜 祭 が 終 る夜 明 け に羊 肉入 りスー プ ｃａｌｄｏ が提 供 され る。

　 １４ 翌 朝 の ８時 か ９時 頃， 着 飾 った参 加 者 全 員 が ， ペ ル ー 国旗 を 持 った 主 人 を 先

頭 に ， に ぎや か な 楽 隊 を伴 って 屋 外 にで る。 村 人 が 見守 る 中で 広 場 を 一 周 した あ と，

家 畜 囲 い へ行 く。 全 員 が 花 で 飾 って お り， 顔 に と う もろ こ し粉 の ｍａｃｈｉｃａ を塗 って

い る。

　 １５ 家 畜 囲 い傍 の小 屋 に到 着 し， 儀礼 を と り しき る 役 を す る 「司 祭 」ｃｕｒａ が ， 主

人 に よ って指 名 さ れ る。 参 加 者 成 人 男子 の 中 か ら， 伝 統 に 従 って儀 礼 を と りし き る こ

と ので き る経 験 者 が 選 ば れ る。 この 「司祭 」 を手 助 けす る助 手 ａｙｕｄａｎｔｅ も主 人 に

よ り 指 名 され る。 「司祭 」 の 役 目 は 重 要 で ， メサ を つ くる こ と， 花 飾 りをす る こ と

ｗａｙｔｕｒｉｓｏ，「しる し」 の扱 いや 家 畜 の分 配 儀 礼 ｓｈｕｆｉｏ な どの 儀 礼進 行 につ いて の指

示 ， と う もろ こ し粒 に よる 占い ，ｃｈａｍｉｓｃｏｌや血 入 り飲 物 の 分 配 ， 家族 成 員へ の儀 礼

的 な 忠 告 と助 言 ， な どを 役 目 と して い る。

　 １６　 とき に こ の 「司 祭 」 は ，儀 礼 の細 部 を忘 れ た ふ りを した り， わ ざ と省 略 した り

す る こ とが あ り， そ のた め に参 加者 との 間 に議 論 を 生 じ るが ，全 て冗 談 と して 行 わ れ

る。 た とえ ば ，指 名 され た焼鏝 使 い ｍ ａｒｃａｄｏｒが 牛 の 数 を 確認 す る義 務 を 怠 っ た と，

「司祭 」 が 非 難 し， 相 手 は 自分 の 役 で は な い と否 定 す る。 主 入 が 口を は さんで 一 層 の

議 論 に な り， 最後 は焼 鋸 使 いが 罰 を 受 け， 腕 を と られて 地 面 に抑 え つ け られ， 強 い ア

ル コー ルを 無 理 や り飲 ま さ れ る。
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　 １７ ま た ，焼 鋸 使 い が， 「司 祭 」 の 目 を盗 んで ， 家 畜 か ら切 り取 った耳 の切 片 や 角

をか く し， 最 後 に な って数 の不 足 がわ か る と， 「司祭 」 の 方 が 不 注 意 の か どで 罰 を 受

け， ア ル コ ール 酒 を飲 ま され る こ と もあ る。

　 １８焼鏝 使 い の 役 目は家 畜 に焼 印を 入 れ る こ とで ，花 で 飾 った 焼 鋸 を 持 って い る。

参 加 者 の誰 もが 祭 りの終 りまで 立 ち去 らな い よ うに 見張 る役 目 も負 い ，途 中 で抜 け 出

しそ う な人 に気 付 い た人 々 が 「見 失 わ な い よ うに しる し ｍａｒｃａ を つ け ろ」 と叫ぶ 。

焼鏝使 い は 力ず くで 連 れ 戻 し仲 間 に加 え る。 焼 印 を 入 れ た 牛 の 数 を憶 え て お き， 「し

る し洗 い」 の と き に，焼鏝 使 い は 「司祭 」 に報 告 しな けれ ば な らな い。

　 １９ 鞭 使 い ｌａｃｅａｄｏｒは牛 を 馴 らす の が 役 目で ， 鞭 を手 に して 囲 い に待 機 す る。 鋸

使 い ｃｏｒｔａｄｏｒは牛 の角 を切 る役 で ， 鋸 は焼鏝 と同 じに花 飾 りが して あ る。「家 畜 番 」

ｐａｓｔｏｒに は若 くて す ば しこい 少 年少 女 が な る。 押 倒 し役 ｔｕｍｂａｄｏｒ は力 の あ る若 者

の 役 で ， 焼 印 を 入 れ る牛 を 捕 え て 押 し倒 す 。 ４，５人 で 組 を つ く り， 互 い の組 が仕 事

の 巧 み さを 競 い 合 う。 給 仕 役 ｃａｎｃｉａｄｏｒａの 女 性 は ｃｈａｍｉｓｃｏｌや ｄｉａｎａ 等 の飲 物 の

分 配 に 気 を 配 り，酒 の容 器 を 手 に して 参加 者 に注 いで まわ る。 家 畜 の耳 に リボ ンを結

ぶ の は 女性 ， ｗａｌｌｐａ飾 りを か け るの は少 女 ， 太 鼓 の ｔｉｎｙａ を 叩 くの は老 齢 の女 で あ

る。

　 ２０　 主 人 夫 婦 は祭 りの 中心 人 物 で ， 花 で飾 られ た女 主 人 は常 に気 を 配 り，招 待客 の

全 員 に もて な しの過 不 足 が な い よ う配 慮す る 。主 人 が家 畜 の耳 を 切 った と き， 流 れ る

血 を 容 器 に 受 け るの は女 主 人 の役 目で あ る。 参 加者 全 員 が それ ぞ れ の 役 目を 主 人 に依

頼 され て お り， 祭 りの 雰 囲気 は相 互 の尊 敬 と配 慮 にみ ちて い る。

　 ２１ 朝 １０時 頃 の 儀 礼 の始 ま りに， 「司祭 」 が マ ン トを小 屋 の 中 に広 げ ， そ の 上 に リ

ボ ン， ｗａｌｌｐａ飾 り， アル コー ル 酒 ，銀 製 容 器 ，　ｃｈａｐｒａ，　ｈｕａｍａｎｒｉｐａ，そ の他 の 花 ，

ア ルバ ア カ の小 枝 ， 果 実 ， 花 飾 り した道 具 類 を 注 意 して 置 く。 この メ サを 前 に して ，

中 央 に 「司祭 」， 左 右 に 主人 と助 手 が 位 置 を と る。

　 ２２ 「司 祭 」 の 合 図 で １人 ず つ 屋 内 に入 り， メサ の前 に ひ ざ まず き， ア ルバ ア カの

枝 や花 を手 に取 り， 十 字 を 切 り， 接 吻 をす る。 全 員 が 席 につ く と， と う もろ こ しと羊

肉入 りの ス ー プ ｍ ｏｔａｌｚａが 提 供 され ， それ を 食 べ 終 って ｃｈａｍｉｓｃｏｌを飲 む。 この 食

事 の提 供 を ｍｅｄｉａ　ｍｅｓａ とい う。

　 ２３ 「司祭 」 は家 族 成 員 か ら始 め て順 次 に全 員 参 加 者 を 花 で 飾 る。これ を ｗａｙｔｕｒｉｓｏ

と いい ， 花 飾 りを つ け な い と， 罰 と して ア ル コー ル酒 を飲 ま され た り， ピス コ酒 の提

供 を強 要 され た りす る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 ２４ 飾 りをつ けた 一 団 は 牛 を 捕 え る 歌 ｗａｋａ－ｘａｌｕｒｏ を うた いな が ら囲 いへ 行 く。
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主 人 は旗 を持 ち， 囲 い の一 隅 の小 高 い場 所 を 選 ん で 立 て る 。音 楽 が やむ と，女 性 の一

人 が容 器 に入 れ た 丘ｋｓａ を 囲 いで ま き，，「聖 な る母 の 大 地 Ｓａｎｔａ　Ｍ ａｄｒｅ　Ｔｉｅｒｒａ，私 た

ち の牛 を捕 えて お い て くれ ，走 らせ ない で 欲 しい 。 私 た ちの支 払 い ｐａｇｏを受 け て く

れ」 と唱 え る。

　 ２５ 「司 祭 」 の 合 図 で 家 畜 の しる し ｍａｒｃａ つ け が始 ま る。 押 倒 し 役 が 牛 を 捕 え ，

地 面 に 倒 し， 主 人 が花 飾 りの つ い た ナ イ フで 耳 の一 部 を 切 り取 る 。切 り取 った形 に は

ｇａｎｃｈｏ，　ｆｌｏｒ，　ｋｕｒｕｎｃｈｏ，　ｘｉｌａｔｒａ，　ａｇｕｊｅｒｏ，　ｌｌａｖｅ （ｆｉａｗｅ），　ｍａｃｈｅｔｅ （ｐａｄａｄｏｒａ），

ｚａｒｃｉｌｌｏ，　ｐａｌｌｋａ，　ｐｌａｔａｎｏ，　ｍｅｄｉａ　ｌｕｎａ，そ の他 の名 称 が あ り，人 に よ って用 い る 固有

の形 が あ る。

　 ２６ 女 主 人 が 耳 か ら流 れ る血 を 銀 製 容 器 に受 け， その 容器 中 に は ク ラベル ｃｌａｖｅｌ

の花 び らが 入 れ て あ る。 一滴 も こぼ さぬ よ う に し， 耳 の 切片 の 「しる し」 ｓｅｆｉａｌは女

主 人 が 注 意 深 く保 管 し，草 花 を使 って 傷 あ とを ふ き取 る 。焼鏝 使 い が 焼 印 を 入 れ， 別

の人 が そ の上 に 丘ｋｓａ を か け る。 焼 印 は 馬 や ろ ば に も入 れ るが ， 特 別 な 儀 礼 は な く，

牛 の あ と につ けた して す る だ けで あ る。

　 ２７ 焼 印 を 入 れ た 牛 の両 耳 に女 た ちが 多 色 リボ ンを結 びつ け， 額 に房 の 部 分 が た れ

る よ うに ｗａｌｌｐａ 飾 り・を 角 に か け， こ の輪 飾 りに は果実 が通 さ れて い る。 「司祭 」 の

指 示 で 流 れた 血 を 顔 に塗 り， 男女 が 互 い に相 手 に 塗 る。 この血 を洗 い流 した りふ き と

った りす る と， 罰 を 受 け る。全 て が す ん だ 牛 を 囲 い か らだ して や り， 出 口の 所 で 花 ，

果 実， ビス ケ ッ ト， 干 しぶ ど う， 飴 玉 な どを 投 げ て や る。

　 ２８ 焼 印 を 入 れ耳 切 りを した 子牛 の雌 雄 を捕 えて 地 面 に押 し倒 し， 性 交 ｃ６ｐｕｌａの

真 似 を させ て か らマ ン トに くるむ。 この儀 礼 は 「結 婚 」 ｃａｓａｏ　ｙ　ｖｅｌａｏ とい い ， 家 畜

が 増 え る た め にす る と いわ れ る。

　 ２９ 焼 印 入 れ が お わ って， ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏの 踊 りが あ る。 中央 に ｃｈａｍｉｓｃｏ１入 りの 容

器 を 置 き， そ の まわ りを， 男女 が手 を つ な いで 組 に な り， 乱 暴 な牛 を 扱 う とき の ロー

プを 背 中 に ま わ して か け ，皆 で 踊 る。 「牛 飼 い」 ｖａｑｕｅｒｏ と称 す る男 女 が踊 りの輪 の

外 にい て ， 鞭 で 嚇 しな が ら， 足 を 踏 み 鳴 ら して踊 り続 け る よ う強制 す る 。 この男 女 は

「司 祭 」 の 指 示 に 従 って 踊 りを リー ドす る。

　 ３０　 踊 りの 最 中 に 野 卑 な冗 談 を とば し， 祭 りの 陽気 さが 頂 点 に達 す る。 ｃｈａｍｉｓｃｏｌ，

ア ニ ス酒 ， メ ン トール 酒 を 皆 で飲 む。 主 人 は包 み ｑｕｉｐｅを 背 負 って 踊 り， この包 み

は ナ イ フ， 血 を 受 け た 容 器 ，花 や リボ ンや ｗａｌｌｐａ飾 りの 残 りな ど を ， マ ン トに くる

んで 縛 った もので あ る。

　 ３１ 午 後 ４時 頃 に， じ ゃが い も， チ ー ズ， 肉類 ， ユ カ い も， そ ら豆 ， と う も ろ こ し
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な どを む し焼 きに した パ チ ャマ ンカ料 理 が提 供 され ， ワイ ンや ｃｈａｍｉｓｃｏｌ を飲 み な

が ら食 べ る。 夜 通 しの歌 と踊 りが あ る。 主 人 の 目を盗 ん で 若 者 が 勝 手 に 家 畜 を殺 す こ

と が あ り， 翌 日に 主人 は 文句 を い わず に この 肉 を料 理 して 提 供 す る。 この 夜 の 踊 りが

最 もに ぎや か で ， 男 は女 の ス カ ー トを 持 ちあ げ た り， 帽 子 を 投 げ とば した り して悪 ふ

ざ けを す る。 男女 間 に一 種 の競 争 ， 対 抗 が あ る。

　 ３２ 一 般 に は ３日 目に 「しる し洗 い」 ｌａｖａ　ｓｅｆｉａｌが あ り， ナ イ フや 容器 につ い た血

を洗 い 清 め る。 砂糖 入 りの熱 い茶 を バ ヶ ツ に用 意 し， そ の 中で 血 の つ い た道 具 や花 を

洗 う。 この 湯 に花 び らを 浮 かせ ， 参 加 者 全 員 が これ を飲 む 。 花 び ら一 つ 残 さず 飲 む こ

とが 要 求 され ， 違 反者 は 罰 と して ア ル コ ール 酒 を飲 ま され る。

　 ３３　 こ の あ と に家 畜 の分 配 ｓｈｕｎｏ を す る。 「司祭 」 が主 人 と子 供 た ちを 呼 び ，「司

祭 」 の 指 示 に従 って ，主 人 は各 子 供 に子 牛 あ るい は生 れ る予 定 の 子 牛 を 与 え る と伝 え

る。 子 供 はひ ざま ず い て ク ラベ ル の花 に接 吻 し， 父 親 に感 謝 の意 を 表 す 。 「司祭 」 は

この際 に家 族 間 の 協 力 や結 合 を 強調 す る忠 告 を 与 え， た とえ ば， 「子 供 の 数 が た と え

５００人 にな ろ う と も，兄 弟 は互 い に協 力 して 暮 さね ば な らぬ 」 と， 兄 弟 間 の結 合 を強

調 す る。 また 夫 婦 間 の愛 情 を 強調 した助 言 も与 え る。 これ が す む と， 主 人 が 参 加者 に

ｔｈｉｍｏｌｉｎａの 香 水 を分 け， 皆 で あ ち らこ ち らに ま く。

　 ３４ ｓｈｕｎｏが す む と， 「司祭 」 は 白 い と う も ろ こ し粒 を マ ン トの上 に投 げ， 誰 が耳

の切 片 の 「しる し」 ｓｅｆｉａｌを 山 の 聖 所 ｃａｊａ に持 って 行 くべ きか を 占 う。 聖 所 は ｕｓｆｉｏ

と もい われ ， 山 にあ る石 積 み の ほ こ らで ， その 所在 は主 人 だ けが 知 って い る。 そ こに

「しる し」 を 置 き， 山 の ス ピ リッ トが家 畜 を守 って くれ る よ う に祈 願 す る。 占い で 家

族 成 員 の一 人 （男） が 選 ば れ る 。 主 人 は耳 の切 片 ， 果 実 ， 花 を マ ン ト上 に 置 き ， 十

字 を切 って か ら ｍａｃｈｉｃａ の 粉 を か け， 酒 入 りの び ん と一 緒 に布 に くるん で ， 包 み

ｑｕｉｐｅ を つ くる。 指 名 さ れ た使 者 を花 で 飾 り， 出発 の時 に果 実 ，花 ，　ｍ ａｃｈｉｃａ の 粉

を ふ りま く。

　 ３５ 使 者 は 数 時 間 の 山 道 を歩 いて 聖 所 に到着 し， 石 積 み の ほ こ らを 清 掃 し， そ の 中

に耳 の切 片 を捧 げ物 と一 緒 に 置 く。 傍 に かま どを きず い て ， リャマ の脂 肪 ， 丘ｋｓａ の

液 ， ピス コ酒 を 火 に くべ ， しば ら く無 言 で祈 る。 これ を ａｃｈｉｔａｐａ とい う。 山 の ス ピ

リッ トが 家 畜 を 保 護 して くれ る よ う願 って 行 う。帰 途 に， 近 くの 泉 の 水 で 持 参 した ピ

ス コ酒 や ワ イ ンを 割 り， 帰 っ て か ら全 員 に飲 ませ る。

　 ３６ 参 加 者 は楽 し く歌 った り踊 った り して 使 者 の帰 りを待 つ 。 この と きの 踊 りで は

「牛 飼 い」 ｖａｑｕｅｒｏ の 男 女 が コ ミ ックな振 舞 を して 皆 を笑 わせ た り， 「怠 け者 」 を 鞭

で 叩 い た りす る。 使 者 が 帰 る と，主 人 が ｄｉａｎａ 酒 を皆 に振 舞 い ， 夜 ８時 頃 に 祭 りが

８
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お わ る。

　３７ 祭 りの最 後 の 日は 「頭 痛 治 し」 ｃｕｒａｃａｂｅｚａ と い い， 早 朝 に参加 者 が 主 人 の 家

に き て， 祭 り続 きで頭 痛 がす る のを 治 す と称 して ， 持参 した 酒 類 を 主 人 に飲 ませ る。

この 日 に雇 った 楽 隊 と別 れ ，楽 士 た ちを 花 で 飾 り， ビス ヶ ッ ト， 飴 玉 ， 花 で つ く った

首飾 りをか けて や り， 全 員 で村 はず れ まで 送 って 行 く。 この とき に始 め て， 楽 隊 は ワ

イ ノや ム リッサ， あ るい は ワル ツな ど の， 山 岳 地 帯 の 村 々 で ポ ピュ ラー な 音 楽 を 演奏

す る 。 これ らの 曲 は Ｔｕｐｅ の伝 統 的 な 音楽 と は 異 な って お り， 儀 礼 の 最 中 に奏 され

る こ とは な い ［Ｍ ＡＴｏｓ　 Ｉ９５１］。

２． Ｍ ａｃｕｓａｎｉ地 方 の 事 例

　 １　 Ｃｕｚｃｏ県 Ｃａｒａｂａｙａ郡 の Ｍ ａｃｕｓａｎｉは 海 抜 ４，５００～ ５，０００　ｍ の高 地 に あ り，

生 業 の主 体 は リャマ ， ア ル パ カ を始 あ とす る家畜 の飼 育 で あ る。 自然 の牧 草 を利 用 し

て家 畜 を飼 い， この 地 に 産 す る獣 毛 は最 高 の 品 質 と して の評 判 が 高 い 。

　 ２　 リャマや アル パ カ に し る し ｓｅｆｉａｌをつ け る際 に，　ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ とい う家 畜 の祭 り

が 催 され る。 祭 りは カ ー ニバ ル の 頃 と ８月 頃 の ２回 あ るが ， 細部 を別 にす れ ば ，儀 礼

内 容 は基本 的 に 同 じで ， と もに ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ と呼 ば れ る。　ｔａｋａｓｑａ とか ｔａｒｉｐａｓｑａ と も

い うが ， これ は本 来 的 に は聖 な る大地 に対 す る感 謝 の儀 礼 を さす 。祭 りにお い て 信 仰

の 対 象 とな る の は， Ａｌｌｉｎ　Ｑ ｈａｐａｑ を始 め とす る Ｃａｒａｂａｙａ山 系 の 山 々 の ス ピ リ ッ ト

存 在 ア ブ Ａｐｕ で ， 家 畜 儀 礼 に は 祖先 儀 礼 と して の様 相 も加 わ って い る。

　 ３　 ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ は前 夜 祭 ｖｉｓｐｅｒａに始 ま る一 連 の儀 礼 の複 合 で ，何 日か続 く こ と も

あ るが ， 基 本 的 に は前 夜 と当 日の儀 礼 か ら成 る。 前 夜 の儀 礼 を さ して ｃｈｉｓｉｎｃｈａｙ と

もい う。 家 畜 所有 者 が招 待 した人 々が ， 夜 にな って 集 り，屋 内 に広 げた アル パ カ毛 皮

の敷 物 に腰 を お ろす 。 儀 礼 を と り しき る人 物 を ｓｅｒｖｉｃｉｏと い い， 通 常 は ２人 で ，主 人

に 依 頼 さ れ た老 齢 の経 験 者 が つ とめ る。

　 ４　 座 の 中央 に リャ マの 白い毛 糸 で 織 った 袋 が 置 か れ ， そ の縁 に は多 色 の ひ も飾 り

が つ い て い る 。広 げ た袋 の 口の 方 の左 右両 端 と真 中 の部 位 に， ｗａｙｌｌａ とい う ブ ナに

生 え る草 が少 量 置か れ ， 床 に敷 いた袋 の 中央 に は コカ の葉 が 盛 られ る。 袋 の周 囲 には

ｐｕｒｕｗａｎａ とい う ロー プ が 輪状 に 置 かれ ， こ の ロー プ と袋 は祭 り用 に特 別 に作 った

もので あ る。 この 全体 を さ して メサ とい う。

　 ５　 と り しき り役 ｓｅｒｖｉｃｉｏ が まず 大 地 の ス ピ リ ッ ト Ｐａｃｈａｍ ａｍａに 対 す る捧 げ物

ｄｅｓｐａｃｈｏ を用 意 す る。 ア ルパ カ毛 織 りの 白色 マ ン ト ｕｎｋｈｕｆｉａ の 上 に 白紙 （Ｓａｎ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９
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Ｌｏｒｅｎｚｏの 紙 が 好 ん で 用 い られ る） を のせ ， その 上 に リャマ の 脂 肪分 を 乾 燥 した 方

形 の 固 ま りウ ン トゥ ｕｎｔｕ を 置 く。 参 加 者 各 人 が 山 の 名前 を 唱 えな が ら，完 形 の コ カ

の葉 ｃｏｃａｑｕｉｎｔｕ を ９枚 選 び だ す 。 リャマ の 脂 肪分 を少 量 手 につ ま み取 って ， ３度 ア

ブ゚ Ａｐｕ に 向 け て吹 き， そ の あ と， コカ キ ン トゥ ｃｏｃａｑｕｉｎｔｕ を方 形 の脂 肪 の 固 ま り

の上 に のせ る。

　 ６　 全 員 が これ を お わ る と， ｗｉｒａｑｏｙａ （樹 脂 のあ る 植 物 ），　 リャマ の 胎 児 ｓｕｌｌｕ，

ｑｏｒｉ　ｌｉｂｒｏ，　ｑｏｌｌｑｅ　ｌｉｂｒｏ，　ｃｈｉｕｃｈｉ（鳥 の ひ な の形 を した 鉛 製 の小 像 ），，２粒 の コ カの 種

子 ｍ ｕｑｌｌｕ （種 子 の １粒 が コ カの 葉 １籠 分 を表 す）， 飴 玉 ， 砂 糖 ， 動 物 の形 を した ビ

ス ケ ッ ト， 干 菓 子 ，米 ， 豆 を と り しき り役 が 追加 す る。 これ らの 上 に 香料 をふ りか け

てか ら， 全 部 を マ ン トで つ つ む 。 捧 げ 物 に す る これ らの品 物 を購 入 す る際 に は， 量 や

値段 に 関 した 値 切 りを して は な らない と され る。

　 ７　 捧 げ物 を 準備 して か ら， ピス コ酒 ， ワイ ン， ア グ アル デ ィ エ ンテ 酒 を それ ぞ れ

小 壺 に注 ぎ （これ を ｃｈａｌｌａ と い う）， 別 の 容 器 に と う もろ こ し粉 の水 溶 きチ ュ ー リャ

ｃｈｕｌｌａ を 入れ る。

　 ８　 捧 げ物 を 包 み ，ｃｈａｌｌａ， チ ュー リャ ｃｈｕｌｌａ が で き る と， 夜１２時 頃 と り しき り

役 は 屋外 にで て ， 東 （ま た は北 か南 で ， 西 を 避 け る） の方 角 で ， 人 の 足 跡 が な い場 所

、を選 び， そ こ にか ま どを きず いて 火 を た く。 この 火 に捧 げ物 を くべ るが ，焼 却 は慎 重

に行 い， この あ と持 参 した ピス コ酒 ， ワ イ ン， チ ュー リャ ｃｈｕｌｌａ，アグ ァル デ ィェ ン

テ酒 の順 に， 山 の ス ピ リッ トの ア ブ に 向 けて ふ りま く。

　 ９　 大 地 が 捧 げ物 を受 け入 れ る に充 分 な 時 間 だ け待 って， と り しき り役 は家 に戻 る。

家 の 中 で は全 員 が 帽 子 を脱 い で ，大 地 の ス ピ リ ッ トの 意 が ど うで あ った か を静 か に待

ち受 け る。 捧 げ物 を 火 に くべ た際 ， 炎 が 輝 くの は 良 い しる しで あ り， 灰 が 白 くな る の

は全 て が受 け入 れ られ た こ とを 意味 す る。 灰 が 黒 い と， 大地 が怒 って い る と され る。

焼 却 の最 中 に犬 の 吠 声 を き く と， 泥 棒 盗 難 の お そ れ が あ り，突 然 人 が 姿 を現 す の も悪

い しる しで あ る。 牧 草 の不 足 ， じ ゃが い もの不 作 ， 干 ば つ ，空 腹 ， 家 畜 の不 妊 な ど が

予 想 さ れ る。 灰 は調 べ た あ とで 土 の 中 に埋 めて 処 理 す るが ，夜 明 け前 に行 う。

　 １０　 メ サ の上 に チ チ ャ酒 入 りの ４個 の動 物 象 形 壺 ｃｈｉｗａｎａが あ り，　ｍａｃｈｏは雄 リ

ャマ ， ｃｈｕｌｌｕｍｐｉは雌 リ ャマ，　ｃｈｕｌｌｕｓ　ｍ ａｃｈｏ は雄 ア ルパ カ，　ｃｈｕｌｌｕｓ　ｃｈｉｎａ は雌 ア

ル パ カ を 表す 。 全 員 が この 容 器 で チチ ャ酒 を飲 み， ｍａｃｈｏ 容 器 の 中味 は一 気 に呑 み

干 さ ね ば な らな い。違 反 す る と罰 と して所 持 品 を 取 り上 げ られ， それ を返 却 して も ら

うた め に酒 な ど の支 払 い を す る。

　 １１　 朝 日が 昇 る頃 楽 隊 を 先 頭 に 儀 礼 を 行 う 家 畜 囲 い へ 赴 くが， 儀 礼 用 の 囲 い は
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ｓｅｆｉａｌ　ｃａｎｃｈａ と呼 ば れ て い る 。 予 め選 ん で お い た 雄 アル パ カを 囲 い の中 で と り しき

り役 が 殺 し，死 体 の処 理 はて いね い に行 い ， 口 の とこ ろ に ｗａｙｌｌａ の草 を そ え る。 は

いだ 毛 皮 は儀 礼 の期 間 中囲 いの 所 に置 か れ る 。 胃袋 中 の残 津 は リャマ の脂 肪 ウ ン トゥ，

コ カ の葉 ， 樹 脂， 香料 と一 緒 に壷 に 入 れ て土 の 中 に埋 め， その 上 に ワイ ンを ふ りか け

る。

　 １２　 アル パ カを殺 す儀 礼 がす む と， い った ん 家へ 戻 り， 酒 類 や 温 め た チ チ ャ酒 を 飲

む。 そ の あ と再 び 外 へ で て， 普 段 に家 畜 が 寝 る 囲 いへ 立 ち寄 って １回 り し， 次 いで 儀

礼 用 の 囲 い ｓｅｆｉａｌ　ｃａｎｃｈａへ 行 く。囲 いの 外 側 を １周 し， 中 に入 って １周 し， さ らに

一 隅 に あ る石 （メサ とい う）を １周 し
，家 へ 戻 って 屋 内 にあ る石 （メサ とい う）を まわ

って 踊 る。 朝 ８時 頃 に食 事 が だ され ，ア ルパ カ の焼 肉，と う もろ こ しを煮 た モ テ ｍｏｔｅ，

ス ー プ ｃａｌｄｏを 食 べ る。

　 １３ 朝 食 後 に 酒 をふ りま く儀 礼 ｃｈａｌｌａｓｑａ　（ｃ£ ２－８） を して か ら， 全 員 で ｓｅｆｉａｌ

ｃａｎｃｈａへ 行 く。 主 人 は前 夜 祭 ｖｉｓｐｅｒａ で 用 い た 儀 礼 用 の メサ， アル パ カ雄 を 表 す

ｃｈｉｗａｎａ容 器 を 持 ち，女 主 人 は アル パ カ毛 製 多 色 のマ ン ト ｓｅｆｉａｌ　ｑｅｐｅ に ，　ｍｕｌｌｍ ｅｓａ

（家 と家 畜 を表 す ミニ ア チ ュア）， 切 り取 った 耳 の切 片 を包 むた めの マ ン ト， メサ 用

の 袋 ，ｐｕｒｕｗａｎａ の ロー プ， 家 畜 を 表 す 土 製 像 ，　ｐｕｋｕｃｈｕ （毛 皮 製 の コ カ入 れ 小 袋）

を 包 ん で持 って行 く。

　 １４ 囲 い に あ る石 の メサ の まわ り に集 ま り， と り しき り役 が ｃａｎｃｈａ　ｍ ａｒｑａｙｃｈｕ

とい うか ま ど を きず く。 燃 料 に は家 畜 の糞 を 用 い， かま どか ら立 ち昇 る 白煙 に よ って ，

旅 人 に こ こで祭 りを して い る こ とが わ か る よ うにす る。 同 じ 目的 で囲 い の中 に 白い 旗

も立 て て お く。 こ こで も捧 げ物 をつ くり， か ま どで焼 却 し， ｃｈａｌｌａｓｑａを くり返 す 。

この 間 は 全 くの無 言 で ，楽 隊 も演 奏 を 止 め る。

　 １５　 リャマ の子 供 の 中 か ら， 最 も美 しい 白色 の もの ｉｒｐａ を 雌雄 １頭 ず つ 選 び ， メ

サ に連 れ て くる 。 ２匹 を横 倒 しに し，性 交 す る真 似 を させ ， 毛 糸 製 の花 飾 り ｆｌｏｒｃｉｌｌｏ

と多 色 の 房 飾 りを つ け て や り， 赤 土 の ｔａｋｕ を体 に塗 る。 雄 の片 耳 ， 雌 の両 耳 の 一 部

を 切 り取 り， 流 れ る 血 は ワイ ン とチ チ ャ酒 を 入 れ た ｃｈｉｗａｎａ 容 器 に受 け る。 耳 の切

り方 に は きま った 形 が あ り，ｑｈｏｒｏ（耳 全 体 を 切 り取 る），　ｋｕｐｉ，　ｍａｃｈｅｔｅ，　ｓａｃａｂｏｃａ，

ｐｉｌｌｋｉ，　ｌｌａｖｅ，　ｗａｌｌｐａｃｈａｋｉ，　ｐｉｃｈｉｒａ な ど各 々名称 が あ り， 全 く切 らな い場 合 も あ って ，

ａｒｒｉｎｃｈｕ とか ｃｈｏｑｏｗｏ と呼 ばれ る。 これ らの耳 じる しは， 現在 で は数 を記 入 した

耳 輪 や 入 墨 に変 りつ つ あ る。

　 １６　 コカ の種 子 ｍｕｑｌｌｕ で 家 畜 の 肩 甲 骨 ， そ け い部 ， 耳 の中 を こす り， チ ュ ー リャ

ｃｈｕｌｌａ液 をか け る。　ｉｒｐａ の耳 か ら流 れ た 血 に酒 を混 ぜ た ｑａｓｐａ を全 員 で飲 み， こ の
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飲 み 物 は誰 も拒 絶 で き ない 。女 た ちが リャマの 歌 を うた い ， そ れ に合 わ せ て 主 人 や 男

が 踊 る。 家 畜番 人 が参 加 して いれ ば，彼 と一 緒 に踊 る。 踊 りが す ん で コカ葉 を噛 み ，噛

ん だ か す は 捨 て な い で メサ の 上 に 集 め て お く。 しば ら く休 憩 が あ り，これ を ａｐａｃｈｅｔａ

と い う。

　 １７ 祭 りの 期 間 中 ，儀 礼 が 慣 例 と規範 に従 って 厳 密 に行 わ れ るよ うに ， と り しき り

役 は配 慮 す る。 規 範 の 逸脱 者 に は， 罰 と して所 持 品 を 取 り上 げ， そ れ を取 り戻 すた め

の酒 類 の支 払 い を 要 求 す る。 酒 類 を飲 む と きは地 面 に こ ぽ さぬ よ う注 意 す る 。 さ もな

い とア ルパ カが 流 産 す る お そ れ が あ る。 コカ キ ン トゥを 置 くと き も， 脱 帽 して行 い，

コカ の葉 が マ ン トの 外 に こぼれ た りせ ぬ よ う注 意 す る。 儀 礼 の 途 中 で 囲 い か ら参 加 者

の 誰 か が立 ち去 った りせ ぬ よ う監 視 す る。

　 １８　 しる しつ けが す ん だ 家 畜 を 囲い か らだす とき に， 家 畜 の 糞 ， 小 さ な石 の ｃｈｉｌｌｕ

を 投 げ か け て や り， しば ら く家 畜 と一 緒 に走 り， 途 中 で 全 員 ひ ざ ま ず いて ， ｐａｄｒｅ

ｎｕｅｓｔｒｏ と ａｃｔｏ　ｄｅ　ｃｏｎｔｒｉｃｉ６ｎ の祈 りを 唱 え る。 この とき 毛 布 に くる ま った ｋａｔａｒｉ

と い う役 の 男 が登 場 す る。 生 殖 力 を表 す この ｋａｔａｒｉが 女 た ちを か らか い， アル パ カ

の性 交 の 真 似 をす る 。 他 の男 た ち と争 い合 って ， 常 に この ｋａｔａｒｉ が勝 つ 。 別 名 を

ｈａｎａｃｈｏ （種 ｔａｌ　ｐａｄｒｉｌｌｏ） と もい い， れ こを 演 じる こ とで， 不 妊 の アル パ カ ｕ，ｒｗａを

妊 娠 させ る とい わ れ る。

　 １９ 祭 りの最 中 に誰 か が 通 りかか る と， コ ン ドル ｍａｌｌｋｕ が きた とい って ， す ぐに

捕 え て ｃｈｉｗａｎａ の 容 器 で酒 を飲 ませ る。 コ ン ドル の客 は祭 りが おわ るま で 引 き止 め

て お くが， さ もな い と幸 運 を取 り逃 が す とい わ れ る 。 コ ン ドル は誰 で あ って もか ま わ

な い と され， か りに 日頃 の 敵 対者 で も， この 機 会 に は 全 て を忘 れ て仲 良 くす べ きだ と

され る。

　 ２０　 しる しつ け がす ん で 囲 い か ら家 へ 帰 る際 に， と り し き り役 は ， ロー プ を使 って

荷 か つ ぎの リャマ を集 め る よ うに， 参 加 者 を 寄 せ 集 め る。 主 人 は メサ と ｃｈｉｗａｎａの

容 器 を 手 に し， 女 主人 は 「しる し」 ｓｃｆｉａ１を 入 れ た包 み ｓｃｆｉａｌ　ｑｃｐｅ を 持 ち， そ の

他 の 人 々 も何 か を手 に して い て ， と り しき り役 が ロ ープ を はず す と，一 同 で帰 途 につ

く。

　 ２１ 道 の途 中で ， 朝 方 に殺 レた アル パ カ の 毛 皮 を ま と った 男 ｋｕｃｈｕ が 現 れ る。 こ

の と き男 た ちは女 に ふ ざ けか か り，地 面 に押 し倒 して ， ア ルパ カが す るよ うに交 尾 の

真 似 をす る。 女 た ち も アル パ カが す る よ うに 唾 を は き か け て， 身 を 守 ろ う とす る仕 草

を示 す 。

　 ２２　 と り しき り役 は一 群 の リャマを 追 って い るか の よ うに 振舞 い， 遅 れ が ちの者 に
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は 鞭 を くれ， 女 た ちを か らか い過 ぎ る男 に は去勢 をす る仕 草 を して 威 嚇 す る。主 人 夫

婦 が常 に群 れ の先 頭 に立 ち， 先 に で よ う とす る者 が い る と抑 え る。 途 中 で 囲 い の か ま

どに 立 ち寄 り， このま わ りを 輪 に な って 踊 る。 左 右 に ま わ りな が ら， 女 た ちが 男 た ち

を 火 に近 づ け るか の よ うに 前 に 押 し出す 。

　２３ 家 の庭 に到 着 す る と， リャマ か ら荷 物 を お ろす よ うに ， と り しき り役 が 参 加者

の 持 って き た 品物 を受 け取 る。 この あ と全 員 は， 長 旅 の あ との リャマが す る よ うに ，

地 面 を ご ろ ごろ と ころ げ まわ る。

　 ２４ 午 後 ４時 頃 に食 事 がだ され ， アル パ カ の焼 肉 ｋａｎａｃｈｏ，煮 た と う もろ こ しの モ

テ ｍ ｏｔｅ，凍 結 乾 燥 じ ゃが い もの料 理 ｍｏｒａｙａ，肉 と米 が 入 った ス ー プ を食 べ る。 宴 会

が す ん で か ら も， 歌 と踊 り， 酒 類 の もて な しが夜 遅 くまで 続 く。

　 ２５ 夜 に な って ， メサ の まわ り に参 加者 が集 合 す る。 こ の と き一 度 屋 内 に入 った 人

は， 夜 明 け ま で 続 くこの 儀 礼 を 途 中 で 抜 けだ す こ と はで きな い。 こ こで ｍａｃｈｕ

ｗａｑａｙｋｕｙと い う一 種 の コ メデ ィが演 じ られ ， 地 方 官 憲 の 態 度 ，パ トロ ンの権 力 ， イ

ンデ ィオの 隷 属 ぶ りを か らか った 内容 に な って い る。

　 ２６ パ トロ ンを 演 じ るの は と り しき り役 で ， 十 字 に 交叉 させ た ロ ー プを 胸 にか けて

い る。 この と り しき り役 に 対 して ， 「金」を表 す 黄 色 の と う も ろ こ し粒 を，主 入 が沢 山

提 供 す る 。パ トロ ン は この 「金 」で チ チ ャ酒 売 りを演 じ る女 か らチ チ ャ酒 を買 い ，屋 内

で ｃｈａｌｌａｓｑａ を して ふ りま く。 チチ ャ酒 が 参 加 者 の体 にふ りか か り，大 さ わ ぎに な る。

この 際 の 仕草 や 酒 が ふ りか か った 恰 好 か ら，そ れ ぞ れ の人 に ｍ ｏｎｔｅｒａｎｉ，　ｓｏｍｂｒｅ「ｏｎｉ，

ｃｈｕｌｌｕｍ ｉ，　ｃｈａｓｋａｎｉ，　ｔａｙａｋａｎｉ，　ｍｏｑｏｎｉ，　ｐｉｃｏｔｏｎｉな ど， そ の場 で あ だ 名 を つ け る。

　 ２７　 この さ わ ぎ の 中で パ トロ ンが 参加 者 との間 に争 い を お こ し， そ の場 で官 憲 を き

めて 裁 判 をす る 。パ トロ ンに と って 不 当 に有 利 な判 決 が 下 され ， 全 員 が パ トロ ン を非

難 す る。 パ トロ ンは判 決 に基 づ いて 各 人 が 雄 の リャマ を提 供 す る よ うに 求 め， こ れ を

追 って Ｃｕｚｃｏ の谷 へ旅 を し， 家 畜 番 の た め の食 料 を調 達 しにい くとい う。

　 ２８ パ トロ ンは ｃｈｉｗａｎａ 容 器 で 酒 を 飲 み， リャマ を集 め る 真 似 を し， 参 加 者 は

「金 」 を 表 す と う も ろ こ し粒 若 干 を渡 す 。 と う もろ こ し粒 を扱 う と き はい か に も重 た

そ うな仕 草 を す る。

　 ２９ 次 いで ４個 の ｃｈｉｗａｎａ 容器 で 酒 を 飲 み な が ら， この 間 にパ トロ ン と参 加者 の

間 に長 々 と した対 話 が く りか え され る。 良 い種 雄 か ， 双子 生 み の雌 か， 良 質 の毛 を 産

す る か， ｗａｋａｙａ か ｓｕｒｉか と い った 問 い が 発 せ られ， これ にパ トロ ンが 答 え る。 こ

の 問 答 の儀 礼 は ｓａｍｉとい わ れ る。

　 ３０　 この あ と包 み の ｓｅｆｉａｌ　ｑｅｐｅを貯 蔵 庫 に納 め ，　ｋｉｙｕ の 踊 りをす る。 鳥 を 真 似 た
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踊 りで ， 踊 りの輪 の中 に ｋｉｙｕ鳥 の雄 ｍａｃｈｏ　ｋｉｙｕが いて歌 い ， ま わ りの男 た ちが こ

れ に応 え る。 陽気 に振 舞 う女 た ちが そ の ま わ りを あ ち こち踊 りま わ って 歌 う。 女 た ち

の間 に あて こす りの い い合 いや 競 争 が あ る 。 突 然 踊 りの輪 が くず れ， と り しき り役 が

男 た ちを 捕 え， 殺 して 皮 を は い で 料 理 す る真 似 をす る。 男 た ちは 口笛 を吹 いて 再 び 集

ま り， 最 後 に ｋｉｙｕ　ｐｅｌａｙ と い う砂 糖 入 りの温 い チ チ ャ酒 を 飲 む 。

　 ３１ 踊 りな が ら儀 礼 用 の囲 い に行 き， 雄 の リャマ を 捕 え， 赤 土 の ｔａｋｕ を 体 に 塗

る。 さ らに多 色 の リボ ンを耳 につ けて や り， 女 た ちは雄 リャマの 力 強 さ， 優美 さ， 敏

捷 さ を讃 えて歌 う。家 に帰 って 食 事 が だ され ， ア ル パ カ の胸 肉を 焼 い た もの ， ゆ で た

チ ュー ニ ョ （凍 結 乾 燥 加工 した じ ゃが い も）， と うが ら し入 りの 肝 臓 肉 ， と うが ら し

入 りの小 麦 料 理 な どを 食 べ る。

　 ３２ ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ の祭 りを無 事 おわ った 感 謝 の祈 りを捧 げ， 家 畜 の 増 殖 を 祈 願 す る 。

食 物 が主 人 か ら参 加者 に分 配 され， 人 々は そ れ を 家 に持 ち帰 る 。最 後 に切 り取 った 耳

の切 片 の埋 ｆｆ　ｎｉｎｒｉ　ｐａｍｐａｋｕｙが あ り，囲 い にあ ま り遠 くな い場 所 に埋 め る。 穴 を 掘

って 捧 げ物 と一 緒 に 「しる し」ｓｅｆｉａｌを埋 あ， 各 人 が少 量 の土 を か け なが ら， ス ピ リ

ッ ト存在 の ア ブ に対 す る祈 りを 唱 え る。 家 に帰 って 夜 明 けま で飲 ん だ り歌 っ た りし，

散会 の と きに， 互 い に 自分 の 家 で 催 す ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ へ の 招 待 を して お く ［ＤＥＬＧＡＤｏ

ｌ９７１：１８５－９６］。

３． 増 殖 の 表 象

　自分の所有す る家畜が無事に生育 し，群れの頭数が増えることは，家畜所有者の期

待であり最大の関心事である。その期待を実現するために行 うセニャル儀礼は，した

がって当然ともいえるが，様々な形での増殖を表象するものとなる。以下にはセニャ

ル儀礼の増殖表象だけを検討するが，表象の内容に沿って，生殖表象，増量表象，一

般増殖表象に分けて記述していくのが有効である。

生 殖 表 象

　 家 畜 の 群 れか ら若 い雌 雄 １対 を 選 び， 性 交 を擬 させ る儀礼 は ，多 くの セ ニ ャル儀 礼

にみ られ る。 事 例 の Ｔｕｐｅで は， 家 畜 が 増 え る よ う に と，子 牛 の雌 雄 に性 交 を 真 似 さ

せ るの を 「結 婚」 ｃａｓａｏ　ｙ　ｖｅｌａｏ と い って い る （１－２８）。　Ｍ ａｃｕｓａｎｉで は， 白色 の リャ

マの 雌 雄 を 抱 き合 わせ る ことを ，「結 婚 の 床 の 行 為 」 ｌｅｃｈｏ　ｎｕｐｃｉａｌと説 明 す る （２－１５）。

Ａｙａｃｕｃｈｏ県 の Ｓｏｃｏｓ村 で は， 羊 の １対 を 抱 き合 わ せ ， マ ン トに くる ん で， 「結 婚 」
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ｃａｓａｍｅｎｔｏ させ て か ら， 健 康 と安 全 の た め に 「薬 」 と称 して ， コカ キ ン トゥと リャ

ン プ １１ａｍｐｕ の粉 を 混 ぜ た もの を 噛 ませ る。 類 似 の儀 礼 は ほか に も数 多 く報 告 さ れ て

い る。

　 １ Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉ（Ｐｕｎｏ 県） の ア イ マ ラ族 の 村 にお ける ｓｅｆｉａｌａｓｑａ で は ，主 人 夫 婦

　 が しる しの な い家 畜 の中 か ら， 雌 雄 １対 を選 び， 参 加者 が手 伝 って ２匹 を 横 倒 しに

　 して ， しっか り抱 き合 わ せ ， 東 の 太 陽 が 出 る方 角 を 向 くよ うに 置 く。 家 畜 の体 に多

　 色 の リボ ンを 結 び ，主 人 夫 婦 がそ の 上 に ｃｈＵａの 液 を ふ りか け， 残 りを飲 ませ る。

　 結 婚 式 と同 じよ う に， ｃｈｕｓｐａ （コカ 入 れ袋 ） の柄 の ひ もを ， 鎖 の よ うに 雌 雄 に巻

　 きつ け る。 この あ と耳 の一 部 を切 り， コ カの 葉 を ふ りか けて 家 畜 を 放 し，参 加 者 一

　 同 が互 い に抱 き合 って 祝福 をす る ［ＣＨｏＱｕＥｃｃＡＨｕＡ　 ｌ　９７１：１８３］。

　 ２　 ０ｒｕｒｉｌｌｏ村 （Ｐｕｎｏ県） の ｓｅｆｉａｌａｋｕｙで は， 雌 の 上 に 雄 を の りか か らせ ， そ

　 の傍 で一 人 の男 が 家 畜 （羊） の性 交 を 擬 した 動 作 をす る。 こ の 「家 畜 の 結 婚 」 は家

　 畜 の増 殖 を願 って 行 い ， この あ と耳 の 一 部 を 切 り取 り， リボ ンを結 ぶ 。 しる しを つ

　 け る と きに皆 で踊 り， 花 を 家 畜 に投 げ て や り， 「家 畜 の 誕 生 日」 を祝 福 す る ［ＧＡＲＲ

　 ｌ９７２：１５２］。

　 ３　 Ｄｅｓｃａｎｓｏ村 （Ｃｕｚｃｏ県 ） で は， 儀 礼 を と り しき る呪 術 師 の ｐａｃｏ が 雌 雄 を 選

　 び だ し， ２匹 を抱 き合 わ せ て 四 肢 を縛 る。 そ の上 を マ ン トで くる ん で 「羊 の結 婚 」

　 を させ る。 これ は家 畜 の 増 殖 を 表 し， 群 れ が無 事 に育 つ こ とを 願 って行 う。 家 畜 に

　 は赤 っぽい ｔｏｑｏ と い う鉱 物 を用 いて 十 字 の線 を描 き， 耳 の一 部 を切 り取 り， 花 の

　 冠 を 角 にか けて 群 れ の 中 に戻 す ［ＧＯＲＢＡＫ　 ｌ９６２：２７９］。

　 ４　 Ｕｒｃｏｓ地 方 （Ｃｕｚｃｏ県 ） の 羊 の セ ニ ャル儀 礼 に お いて ， 雌 雄 を選 びだ し 花 飾

　 りを首 に か けて や る。 教 会 聖 職 者 ｓａｃｒｉｓｔａｎ に見 た て た 老 齢 の 雌 羊 を前 に して， そ

　 の雌 雄 に夫 婦 とな る こ とを誓 うか否 か を 訊 ね ， 互 い に仲 良 くす る こ とを 約 束 す る と，

　 両 方 を抱 き合 わ せ て 「結婚 式」 が 終 了 す る。 羊 の １対 に は コカ キ ン トゥを 噛 ま せ ，

　 チ チ ャ酒 を飲 ませ る ［Ｍ ＡＲｚＡＬ　 ｌ９７１；２７５］。

　 ５　 Ｌａｒａｏｓ （Ｌｉｍａ 県 ） で カ ー ニ バル の 頃 に行 う牛 の 「焼 印 入 れ の祭 り」ｆｉｅｓｔａ　ｄｅ

　 ｈｃｒｒａｎｚａ で は， 牛 倒 し役 の若 者 が 力 ず くで子 牛 の雌 雄 を捕 え， メサ の 前 で 押 し倒

　 し， 四 肢 を か らみ合 わ せ た 「結 婚 」 の 真似 を し， 家 畜 が 増 え るよ うにす る。 ま た，

　 この あ との ｃｈａｌａｙｃｕｙ とい う 「遊 び 」 で は ， 家 畜 囲 い の 中 に い る人 々 （主 に若 い

　 男 女） が 家 畜 の 群 れ の よ うに動 きま わ り， 牛 倒 し役 が そ の 中か ら若 い太 った 男女 を

　 追 い か けて 捕 え ，牛 に見 た て て 囲 い の 中 央 に押 し倒 し， 手 足 を か らま せ ， リボ ンを

　 結 び， 耳 切 り， 焼 印 入 れ の真 似 をす る。 解 放 され た 男女 は怒 った 雄 牛 と雌牛 の ふ り
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　 を して， うな り声 を あ げた り， 地 面 を 足 で か い た り し， 逃 げま わ る 人 々を追 い か

　 け， そ の人 がつ けて い る帽 子 ， ポ ンチ ョ， マ ン ト， 履物 の オ ホ タ （一 種 の サ ンダ ル ）

　 や 靴 を はぎ取 って 空 中 に投 げ る ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 ｌ９６５：１５３－４］。 こ の 「遊 び」 は 同 じ

　 Ｙａｕｙｏ地 方 の Ｈｕｆｉａｃに もあ り， 「結 婚 」ｃａｓｏｒｉｏ と称 し， ひそ か に愛 し合 って い

　 る と思 わ れ る男 女 を捕 え る。 この 「遊 び」 は家 畜 の 子 が沢 山生 れ る よ うに願 って す

　 る ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 １９６５：１１５］。

　 家 畜 の増 殖 を期 待 して行 う これ らの 儀 礼 に お いて ， 明 らか に家 畜 の雌 雄 の性 的 行 為

が 表 され て い る。 この場 合 ， そ の や り方 は 雌 雄 を抱 き合 わ せ るの で あ って ， 家 畜 の 自

然 の交 尾 形 態 を擬 した もので は な い こ とが 重 要 で あ る。 増 殖 の た め の儀 礼 的 な家 畜 の

生 殖 行 為 は，人 間 の生 殖 行 為 に擬 して 表 され て い る。 こ の儀 礼 で の 家畜 の生 殖 は， し

た が って ， 《規 範 的生 殖 行 為 》 とで も呼 べ る もの で あ り， これ を さ して 人 々 が 「結

婚 」 と呼 ん で い るの は ， 単 に性 的 行 為 の 娩 曲 表 現 以 上 の 意 味 が あ る。 したが って ，

Ｕｒｃｏｓの 場 合 に は ， 雌 雄 の 抱合 せ は， 教 会 結 婚 で 夫 婦 が 交 す 抱擁 と解 さ れ， 性 的 行

為 （生 殖） と して の 抱 合せ の意 味 が 弱 め られ ，結 婚 （規 範 ） の 意 味 が よ り強 調 され た

もの と い え る。家 畜 を結 婚 させ る儀 礼 の 表 象 的意 味 は Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ村 （Ｈ ｕａｎｃａｖｅｌｉｃａ

県 ） の 「羊 の 結 婚 」 に お い て一 層 明 瞭 とな る。

　 ６　 カｔ一 ニ バ ル の 頃 に 「羊 の結 婚 」 を 行 い ， 前年 に生 れ た羊 の 中 か ら雌 雄 を １匹 ず

　 つ 選 び，向 か い合 わせ て 抱 き合 う形 に す る 。山の ス ピ リ ッ トで あ る ワマ ニ Ｈｕａｍａｎｉ

　 が この結 婚 を 祝 福 し， わず か ば か りの や せ た 羊 の 群 れ に恵 み を与 えて くれ る よ うに

　 祈 る 。 この 「結 婚 式 」 で 主 人 は 「ベ テ ラ ン司 祭 」 の よ うに振 舞 うが， そ れ は儀 式 の

　 正 確 さ と秩 序 が 要 求 され て い るか らで ， 経 験 不 足 の た め に誤 りを お か した りす る と，

　 山 の ス ピ リ ッ トが この 結 婚 を喜 ん で 受 け入 れ て くれ な い。 結 婚 した羊 は ， こ の と き

　 か ら， 生 殖 す る 「法 的 な承 認 を 得 る し， ま た 義務 を負 う」 と解 さ れて い る。 耳 につ

　 け る リボ ンは 「結 婚 した しる し」 だ と され る ［ＳＡＮｃＨＥｚ　 ｌ９６５：１４］。

　 上 述 Ｏｒｕｒｉｌｌｏ村 に関 す る記 述 内容 （３－２） か らす る と， こ こで は羊 の交 尾 が 擬 され

て い る よ うで ， これ まで の 解釈 に そ ぐわ な い か にみ え る。 しか し， 家 畜 の傍 で 男 が交

尾 の 動 作 を真 似 て い る こ と は， 人間 （規範 的 ， 家 畜 の 「結 婚 」 の モ デ ル） が家 畜 の交

尾 （生 殖 ） を擬 す る こ とで あ り， した が って ， 《規 範 的 生 殖 》 の 意 味 は保 持 さ れ る 。

実 際 これ も 「羊 の結 婚 」 と呼 ば れ て い る 。 セ ニ ャル 儀 礼 の 全 過 程 を 分析 しお え た あ と

で 明 らか に な る こ とで あ るが ， 《制 御 さ れ た増 殖 》 は儀 礼 の 基 本 的 メ ッセ ー ジ とな っ

て い る 。家 畜 の結 婚 儀 礼 が 表 す 《規 範 的生 殖 》 は， この 基 本 を 忠 実 に反 覆 して い るセ

ニ ャル儀 礼 の構 成 部 分 で あ る。
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　 Ｏｒｕｒｉｌｌｏの 村 で は セ ニ ャル儀 礼 を 「家 畜 の 誕 生 日」 と比 喩 的 に表 現 し （３－２）， 生 殖

を表 す 諸 事 例 は それ ぞれ に 「結 婚 」 と 直 接 に 呼 ば れ た り， そ れ に た と え られ て い る

（１－２８， ２－１５， ３－１～６）。 結 婚 の対 象 にな って い るの は ， い ず れ の場 合 も， しる しを

つ け て い な い若 い 家 畜 で あ る。 セ ニ ャル儀 礼 の重 要 な 表 象 的 側面 で あ る 《移 行 》 との

関連 で い え ば， セニ ャル 儀 礼 が 《家 畜 の通 過 儀 礼 》 と もい え る性格 を 帯 び る こと は，

注 目 して お か ね ば な らない 。

　 Ｍ ａｃｕｓａｎｉの儀 礼 に は家 畜 の 「結 婚」 （２－１５） の ほか に も， 生 殖 を 表 象す る儀 礼 の

局 面 が あ る。 家畜 の しる しつ け をす ませ た あ と， 不 妊 の ア ルパ カ を 治 す の に， 種 雄

ｈａｎａｃｈｏ を演 ず る男 が アル パ カの 性 交 を 真似 て女 を か らか う （２－１８）。 ま た 囲 い か ら

家 に帰 る途 中 （参 加 者 は荷 を かつ い だ リャマ に扮 して い る）， 男 た ち が 女 に ふ ざ け か

か り， 交 尾 の 真似 をす る。 しか し， 女 を か らか い す ぎる 男 に対 して は， リャマ追 い に

扮 して い る儀 礼 の と り しき り役 が去 勢 の 威 嚇 を 加 え る （２－２０～ ２２）。 この 場 合一 方 に

お い て 生 殖 力 が 強調 さ れ， 他 方 に お いて ，過 剰 に 表 現 され た生 殖 に対 して は， 威 嚇 に

よ る制 御 が 行 わ れ て お り， 《制 御 さ れ た生 殖 行 為 》が表 象 され る。．結 婚 が 社 会 的 制 御

で あ るの に対 し， 去 勢 は 生 理 的 制 御 で あ る 。 な お この儀 礼 は群 れ の 統 率 （リ ャマ の

群 れ と リャマ 追 い）， す な わ ち 《集 団 》の 表 象行 為 の 中 で示 され て い る こ と も， つ け

加 えて おか ね ば な らな い 。 同 様 の こ とは ｋｉｙｕ 鳥 を 真 似 た 踊 りに際 して も表 され る

（２－３０）。 Ｐａｃａｒａｏ （Ｌｉｍａ県 ） で もセ ニ ャル 儀 礼 の 中で ｋｉｕｙｕ鳥 を真 似 た 踊 りが あ り

［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６４：ｌｌ２］，　Ｍ ａｃｕｓａｎｉの踊 り と同 じ ら しいが ，　ｋｉｕｙｕ が 高 地 に棲

息 す る 鳥 で 幸 運 （増 殖 に近 い概 念 ） の し る しだ とい う こ と 以 外 に は， 詳 しい こ とは

わ か らな い。 なお Ｐａｃａｒａｏ で は ， 村人 の家 畜 を ひ と所 に 集 め る と きに ， 始 ま りの

音 楽 に合 わ せ て ， 老 人 に扮 した 男 女 が 登 場 し， コ ミ ックな 踊 りの 中で 性 交 を 真 似 る

［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６４：１１２］。 これ もま た， 老 人 （日常 的 な意 味 で生 殖 力 が な い） の

性 交 （生 殖 ） と して ， 《制 御 され た 生 殖 》 の ヴ ァ リエ ー シ ョ ンを な して い る。 但 し老

人 の性 交 の持 つ 意 味 は単 にそ れ だ けで はな い で あ ろ う。

　 結 婚 や性 交 ほ ど明 瞭 で は な いが ， 儀 礼 の 参 加 者 を 男 女 に 区別 し， 両 者 間 の 競 合 ， 競

争 を 強 調す る よ うな 局 面 も， 生 殖 表 象 の 弱 い 形 態 と して ， こ こで 考 慮 す る こ とが で き

るで あ ろ う。Ｔｕｐｅで は家 畜 の 血 を 塗 る際 に， 男 女 が 互 い に相 手 の 顔 に 塗 る （１－２７）。

記 述 の 中 で特 に競 合 が指 摘 され て い るわ けで はな い 。 しか し， 違 反 行 為 と その 処 罰 が

わ ざ と行 わ れ る こ と （１－１６～ １８） か ら判 断 して ， 「血 を塗 る こと は 拒 絶 で き な い」 の

記 述 （１－２７） に， 男女 間 の儀 礼 的 な争 い を想 定 で き る。 ま た焼鏝 入 れ を終 った 日 の夜

の 踊 りが も っ と もに ぎ や か で， 男 が 女 の ス カー トを 持 ちあ げ た り， 悪 ふ ざ けを し， 男
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女 間 に一 種 の競 争 が あ る （１－３１）。 同様 の 事 例 を な お い くつ か 加 え る こ とが で き る。

　 ７　 Ａｙａｐａｔａ地 方 （Ｐｕｎｏ県 ） の カ ー ニ バ ル の頃 に あ る家 畜 儀 礼 で は ，家 畜 の生 殖

　 力 を 強 め るた め に ｃｈｕｙａの 液 を 家 畜 に か け る。　ｃｈｕｙａ は 白い と う もろ こ し粉 と豆

　 の 粉 を 甘 ロ ワイ ン ｖｉｎｏ　ｄｕｌｃｅ に溶 い た乳 状 の 液 体 で ， 男 は貝 製 の容 器 に， 女 は小

　 さい土 製 の容 器 に これ を 注 ぎ， メサ の上 に ふ りか け た あ とで ， 家 畜 囲 い へ走 って持

　 って行 き， 液 を ふ りまい て 戻 って くる 。男 女 で 競 争 し， 男 が 先 着 す る と雄 が 生 れ る

　 とい い， 女 が 先着 す る と 雌 が 生 れ る とい って ， 皆 で 喜 び 合 う ［Ｍ ＥＲＥＬＬＥ，　ＲＯＹ

　 １９７１：１６６］。

　 ８ Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉの儀 礼 （ｃ£ ３－１） で は ，男 女 別 々 に用 意 した メサ が あ り，そ の上 に

　 甘 い ｃｈｕａ の入 った容 器 と ワイ ン入 りの容 器 が あ る。 この 中 に 選 ん だ コカ キ ン トゥ

　 を入 れ る。 主 人 夫 婦 か ら始 め て ， 参加 者 が順 番 に， 男 女 対 にな って 容 器 の 液 を 飲 み，

　家 畜 に もふ りか け る。 盃 を 交 換 して 同 じ こ とを く り返 す ［ＣＨｏ２ｕＥｃｃＡＨｕＡ　 ｌ９７１：

　 １８２］。

増 量 表 象

　 コカ の葉 は ア ンデ ス地 帯 の イ ンデ ィオ農 民 に と って 欠 かせ な い 生 活 品 で あ る。 コ カ

を 噛 む と空 腹 や疲 労 を 忘 れ る と一 般 に い わ れ， 日常 的 な嗜 好 品 と して 用 い る。 この よ

うな通 念 を伴 って い る コ カの 葉 が 増殖 儀 礼 に 用 い られ る の は， きわ めて 自然 で あ る。

この点 で は， コカ の葉 を 山の ス ピ リ ッ トへ の 捧 げ 物 とす る （ｃ£２－５）， 儀 礼 の 対 象 と

な る家 畜 に 噛 ませ る （ｃｆ．３－４）， 参 加 者 が 儀 礼 的 な コカ 噛 み を す る （ｃ£ ２－１６） な ど は，

次 に扱 う一 般 増 殖 表 象 の コカ と見 倣 す こ とが で き る。 こ こで 扱 うの は ， そ う した 性 質

を備 え た コ カ の葉 の中 か ら， 特別 な 葉 を選 び だす こと の儀 礼 的 な意 味 で あ る。

　 周 知 の よ うに， コ カの木 は ア ンデ ス の東 斜 面 の モ ン タ ー ニ ャ地 帯 で 栽 培 され ， 寒 冷

な高 地 で は生 育 しない 。摘 み と った葉 は乾 燥 した あ とで 籠 につ め， 大 量 に 山 岳 地 帯 に

搬 出 さ れて い る。 店頭 や市 場 で売 買 され る コ カの 葉 は， 乾 燥 や 運 搬 の 過 程 で 破 れ た り

折 れ た り して ， 殆 どの 葉 の形 は損 わ れ て い る。 コ カ キ ン トゥ ｃｏｃａｑｕｉｎｔｕ の儀 礼 （ｃ£

２　一・５） は， こ う した葉 の 中 に少 量 混 じって い る完 形 を 保 った 葉 を 選 び だす 作 業 に ， 儀

礼 的 な意 味 を 与 え る もの で あ る。

　 大 量 の もの か ら少 量 しか な い特 定 の もの （完 形 の 葉） を 《 選 び だ す 努 力 》 は ， 逆 説

的 に少 量 を大 量 の 表 象 とす る 。家 畜 の増 殖 を期 待 す る人 々が ， その た め に 必 要 な 山 の

ス ピ リッ トへ の捧 げ物 と して ， コ カの葉 を選 ぶ ので あ る か ら （２－５，１７）， この 《大 量

表 象 》 は そ の ま ま増 殖 の 表 象 で あ る。 しが も， この種 の 捧 げ 物 は しば しば ス ピ リ ッ ト
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存 在 に対 す る 「支 払 い」 （ｃｆ．　１－２４） と考 え られ て い る 。 さ らに， コ カの 葉 は １枚 ， ２

枚 と数 を か ぞ え うる もの で あ る か ら， 増 殖 は特 に 《増 量 （数 ）》 と定 量 的 に表 現 され た

こ とに な る 。 つ ま り コカ の葉 は， こ こで は， 《一 般増 殖 》 と《増 量 （数）》を 重 出 的 に

表 象 す る。 セ ニ ャル儀 礼 に お け る表 象 事 物 （行 為） の 重 出性 は， コ カ の葉 の 場 合 に限

らな い し， そ の分 析 に よ って儀 礼 の 意 味 の 変 換 や変 形 を追 跡 す る こ とが 可 能 に な る。

　 Ｍ ａｃｕｓａｎｉの事 例 は， 捧 げ物 に あ らわ れ た 大 量 と少 量 の 関係 を 明 瞭 に示 して い る。

コ カキ ン トゥは 山 の ス ピ リ ッ トで あ る ア ブ Ａｐｕ に捧 げ る品 で あ り （２・－５
，１７）， ま た 犠

牲 動 物 の 胃袋 の残 津 を土 に埋 め る際 に も用 い る （２－１１）。 注 目を 要 す る の は ， 火 に く

べ る捧 げ物 の 中 に１２粒 （数 量 表 現 ） の コ カ の種 子 ｍｕｑｌｌｕが加 え られ て い る こ とで ，

この １粒 （小） が コカ の葉 １籠 （大 ） を表 して い る （２－６）。Ｔｕｐｅ の 儀 礼 で は コカ の

葉 の 使 用 が指 摘 さ れ て い る だ けで （１－９）， そ の 内 容 は不 明 だ が， コ カ キ ン ・トゥは殆 ど

全 て の セ ニ ャル儀 礼 に み られ， 特 に前 夜 ２１５　ｖｉｓｐｅｒａ の段 階 で行 わ れ る。

　 ９　 Ｍ ｏｙａ村 （Ｈ ｕａｎｃａｖｅｌｉｃａ県 ） の セ ニ ャル 儀 礼 の前 夜 祭 の 席 で ， 主催 者 の 妻 が

　 参 加者 に一 つ か み の コ カ の葉 を 配 り， 各 人 は これ を両 手 で受 け取 る。 形 が 損 わ れ て

　 い な い葉 を選 び， 男 女 別 々 に メサ上 の ひ ょ うた ん製 容 器 の 中 に入 れ る。 この コカ キ

　 ン トゥは 山 の ス ピ リッ トで あ る ワマ ニ Ｈｕａｍａｎｉに 対 して の 「支 払 い 」 ｐａｇｏ で あ

　 り， コカ の 「支 払 い」は この祭 りに不 可 欠 の条 件 で あ る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 ｌ　９６５：１３１］。

　 増 殖 を定 量 的 に表 す （数 え られ る増 殖） コカ キ ン トゥは， 捧 げ物 と して も数 え られ

る もの で あ り， この 「支 払 い」 に対 す る山 の ス ピ リ ッ トか らの 「恩 恵 」 と して ， 家 畜

頭 数 の 増大 が 期 待 で きる。 Ｓｏｃｏｓ村 （Ａｙａｃｕｃｈｏ県 ） の コカ キ ン トゥ選 び は， この 点

を 特 殊 化 した儀 礼 で示 して い る。

　 １０　 参加 者 は コ カ キ ン トゥを 見 つ け る と， １枚 を １００と数 えて ， 儀 礼 の と り し き り

　 役 に 渡 す 。 こ こで は コカ キ ン トゥは捧 げ物 （支 払 い ｐａｇａｐｕ） と して 用 い られ る だ

　 けで な く，「薬 」 ｒｅｍｅｄｉｏ と称 して リ ャンプ １１ａｍ ｐｕ の 粉 と一 緒 に 羊 に 噛 ませ る。

　 Ｓｏｃｏｓ村 に お いて は コ カ キ ン トゥは 捧 げ 物 （支 払 い） と 「薬 」 に用 い られ るが （ｃｆ．

Ｐ．１５）， い ず れ の場 合 も原 因 を１００倍 す る こ とで， 結 果 （頭 数 ， 健 康 安全 ）の 増 大 を 期

待 し， 原 因 で結 果 を表 す 表 象 的行 為 と な って い る。 さ らに Ｓｏｃｏｓで は ， この 結 果 と

して の 頭数 増 大 を， ｅｎｔｒｅｇｏ（引渡 し） あ るい は ｔｏｒｏｐｕｋｕｌｌａｙ （ｔｏｒｏ＝雄 牛 ，　ｐｕｋｕｌｌａｙ

＝遊 ぶ で， 闘 牛 の 意 味 で も使 う） と称 す る儀 礼 の 局面 で ，１００頭 の 家 畜 を 表す 小 石 （こ

れ を ｉｌｌａ と呼 ん で い る） を 使 って も表 現 す る。

　 コカ キ ン トゥは少 量 で あ り， それ は選 ぶ前 か ら《予 め 限定 》 され て い る。 した が っ

て ， コカ の葉 に よ る増 量 表 象 も， 結 婚 や 性 交 の 《 制御 され た 生 殖 》 と同 様 に ， 《 限 定
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され た増 量 》を 意 味 す る。 この 点 は ， 限 られ た コカ キ ン トゥを め ぐって 参加 者 間 に一

種 の競 争 を生 じる場 合 に， 明 瞭 とな る。 Ｓｏｃｏｓ村 で は コ カ キ ン トゥを数 多 く見つ け た

人 は 「幸 運 」ｓｕｅｒｔｅに恵 まれ る と い う （ｃｆ．　３－１０）。　Ｍ ｏｙａ村 の コ カ キ ン トゥに 関 して

は，直 接 に触 れ られ て い るの は ， 男 女 別 々に 選 ぶ こ とだ けで あ る （３－９）。 しか し， 当

日の 祭 りの様 子 か らは， 競 合 の様 相 を うか が う こ とが で き る。

　 １１　 当 日の祭 りの始 ま りに， 儀 礼 を と り しき る役 の 頭 目 ｃａｐｏｒａｌか ら，前 夜 の コカ

　 キ ン トゥの 「支 払 い」 に応 じ， 参 加 者 は ク ラベ ル の 花 を も らい， 帽 子 や ボ タ ン穴 な

　 ど 「目 につ く」ｖｉｓｉｂｌｅ場 所 に飾 る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　ｌ９６５：１２４］。

　 選 ん だ コ カキ ン トゥの数 と分 け与 え られ る ク ラベル の 花 の 本 数 が対 応 して い るの は

明 らかで ， Ｓｏｃｏｓ村 で 「幸 運」 と観 念 化 さ れ た表 現 が，　 Ｍ ｏｙａ村 で は 「花 飾 りの 多

さ」で 具 体 的 に表 され る。 Ｍ ｏｙａで は花 は 山 の ス ピ リ ッ トに 所属 して い る もので あ り，

増 殖 の シ ンボル と され る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　ｌ　９６５：１２４］。 さ らに Ｔｕｎａｎ （Ｊｕｎｉｎ 県） の

例 が一 層 この 点 を 明 らか に す る 。

　 １２ 前 夜 祭 の 始 ま りに ， 主 人 が部 屋 の 中央 に敷 いた マ ン ト　 （メサ を表 す ） の 上 に

　 コカ の 葉 を大 量 に盛 る。 参 加 者 は各 自の分 を手 も とに取 り分 け， うや うや しい態 度

　 で コカ の葉 を 噛 み 始 め るが （儀 礼 的 コカ噛 みで ， 一 般 に ｃｈａｃｃｈａｄａ，　ａｒｍａｄａ と

　 呼 ば れ る）， 見 つ け た 完 形 の 葉 は 手 の 中 に しま って お く。 主 人 に 指 名 され た 頭 目

　 ｃａｐｏｒａｌま た は勘 定 役 ｃｏｎｔａｄｏｒ と呼 ば れ る人 物 が ，紙 と鉛 筆 を持 って 控 え， 各 自

　 が コカ キ ン トゥ １枚 を渡 す ご とに ， そ の葉 の大 き さ に応 じて ， １０頭 ，１００頭 ， １，０００

　 頭 と かぞ え， その 「家 畜 番」 の 名前 と頭 数 を記 入 し， 誰 が 一 番 頭 数 を 集 め る か を競

　 う。 集 めた コ カ キ ン トゥは， メサ 中央 に あ る チ チ ャ酒 と ア グ アル デ ィエ ンテ酒 を混

　 ぜ て 入 れ た ひ ょ うた ん容 器 の 中 に 入 れ る。 この 「頭 数 かぞ え」 ｒｅｃｕｅｎｔｏ の儀 礼

　 に 際 して ， 参 加 して い る家 畜番 人 た ち （実 際 の） が 主 人 の 強欲 さ や 冷 酷 さ を 非 難

　 す る歌 を うた い， 主人 は 家 畜 番 人 の 不 注 意 や 「盗 み」 ｒｏｂｏ を責 め る 歌 で 応 え る

　 ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：２６９］。

　 増 殖 を め ぐ って ， コカ の葉 と 家 畜 は原 因 （捧 げ物 ，「支 払 い」 「薬 」） と結 果 （頭 数

増 大 ，健 康 安 全 ） の 関係 に あ り， コ カキ ン トゥ選 び や コカ を儀 礼 的 に噛 む 行 為 は ， セ

ニ ャル 儀 礼 の前 夜 の 段階 で特 に重 要 で あ る （ｃｆ．　２－５，３－１２）。 セ ニ ャル 儀 礼 の 《移 行 》

表 象 との 関連 で い え ぱ， 前 夜 祭 （夜 ， 断 食状 態 ，厳 粛） と当 日祭 （昼 ， 宴会 ， に ぎや

か） の 対 比 が， コ カ の葉 と家 畜 の 対 比 と一 致 して い る 。 コカ の葉 と家 畜 の 因 果 関 係 は ，

コカ の 葉 が 牧 草 （増 殖 の 原 因） に み たて られ る場 合 に， よ り明 らか に な る。 Ｔｕｎａｎ

の メサ 上 の ひ ょ うた ん容 器 中 の液 体 と コ カの 葉 は ， お ぼ ろ げ な が らも， 家 畜 に と って
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不 可 欠 な水 と 牧 草 を表 して お り， した が って， コカ を 噛 む行 為 は， その状 況 に お い

て，’参 加 者 が家 畜 に な って い る ことで あ る。 神 聖 な メサ 上 の牧 草 と水 ， そ の ま わ りの

家 畜 は ， も とよ り神 秘 的 な 増 殖 の世 界 を表 す と い え よ う。 メ サ の表 象 につ いて は 詳 し

い 検 討 を 要 す るが， 山 の ス ピ リ ッ ト世 界 を儀 礼 的 に代 表 した もの で あ る こと は明 らか

で ，Ａｙａｐａｔａ （ｃｆ．３－７）の メサ は直 接 に神 秘 的 な 家 畜 の 群 れ を表 して い る。

　 １３　 メサ の 上 には ， 家 畜 の 群 れ を表 す土 製 焼 物 の牛 （Ｐｕｃａｒａ で 生 産 さ れ て い て，

　 Ｔｏｒｏ　ｄｅ　Ｐｕｃａｒａの 名 で 広 く知 られて い る），家 畜 の小 像 数 個 が 置 か れ て い る 。訪 問

　 者 は コ カの 葉 に ひ た した ア グ アル デ ィ エ ン テ酒 を メサ上 の家 畜 像 にふ りか け ， 家 畜

　 が 増 え ， 病 気 を しな い で生 育 す る よ う祈 願 す る。 この祭 りの期 間 中， メサ 上 の 牛 の

　 像 は ｅｎｑａｙｃｈｕ，家 畜 の子 供 は ｃｈｕｒｕ，ア グ アル デ ィ エ ンテ酒 は ｕｎｕ （水 ）， コ カ

　 の 葉 は ｐａｓｔｏ （牧 草） と 呼 ばね ば な らな い 。 誤 って 日常 の 用語 （ｔｏｒｏ，　ｖａｃａ，　ｃｒｉａ，

　 ａｇｕａｒｄｉｅｎｔｅ，　ｃｏｃａ）を使 用 す る と， 罰 と して コカ の葉 ま たは ア グ アル デ ィエ ン テ酒

　 を 提 供 させ られ る ［Ｍ ＥＲＥＬＬＥ，　ＲｏＹ　１９７１：１６５］。

　 ｅｎｑａｙｃｈｕ とか ｉｌｌａ と呼 ばれ る家 畜 を 形 ど った一 種 の呪 具 は， セ ニ ャル儀 礼 で 広 く

用 い られ て い る （ｃｆ．２－１３， ３－１０）。 い ず れ も神 秘 的 な生 殖 力 を有 す る動 物 を表 した も

ので あ る。 本 稿 で は扱 って い な い が， これ らの 呪 具 に 表 され た 《神 秘 的 増 殖 》の 観 念

が 明 らか に なれ ば， 特 に ｅｎｑａｙｃｈｕ とか ｉｌｌａ と呼 ば れ る家 畜 像 だ けで な く， 種 々の

動 物 象形 壺 （２－１０） や 家 畜 を演 じ る人 々 （３－１２） の意 味 も よ り一 層 明 らか にす る こ と

が で き る 。 しか し， そ のた め には ， セ ニ ャル儀 礼 の 内容 だ けで な く， ｉｌｌａ に 関す る信

仰 や 伝 説 の 考 慮 が必 要 とな る。 いず れ に して も， Ｔｕｎａｎ の 参 加 者 が儀 礼 的 に家 畜 を

演 じて い る こ と は， 同 じ Ｊｕｎｉｎ県 の Ｈｕａｎｃａｙｏ の 町 で行 われ た セニ ャル儀 礼 か ら も

推 定 で き る。 この事 例 は競 争 を伴 っ た コ カ キ ン ト ゥ選 び儀 礼 の変 形 で あ る。

　 １４　 ７月 ２５日の ｓｅｆｉａｌａｃｕｙ で ， 家 畜 に し る しつ け を して か ら， 男 女 は 四 つ 這 い に

　 な って 種 々 の家 畜 の 習 性 を真 似 る 。 この あ と， １枚 の コ カキ ン トゥを浮 べ た チ チ ャ

　 酒 を， 大 き な鉢 か ら飲 む が ， 誰 が この コカ の葉 を 口 に くわ え るか の競 合 が あ る。 成

　 功 した人 は家 畜所 有 者 か ら家 畜 を １頭 も らえ る ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６３！４：２０４］。

　 コカ キ ン トゥを め ぐる競 合 の 表 象 （増 量） と コカ と チ チ ャ酒 が 牧 草 と水 を表 す とい

う一 般 増 殖 の 表 象 複合 が み られ， Ｔｕｎａｎ の 状 況 を 充 分 に 説 明 しう る。 上 記資 料 は

Ｍ ｅｎｄｉｚａｂａ１か ら間接 に 引用 した もので ， 原 資 料 は サ ン ・マ ル コ ス大 学 の 民族 学 研 究

室 に保 存 され て い る調 査 記 録 で あ る。 Ｍ ｅｎｄｉｚａｂａｌの 引 用 が 断片 的 な た め， 家 畜 を 擬

した 行 為 と チ チ ャ酒 を 飲 む 行 為 の コ ンテ ク ス トは必 ず し も明 瞭 で は な い。 しか し家 畜

を 明 らか に演 じて い る人 々が コ カの 葉 を 噛 み酒 を飲 む 儀 礼 は， Ａｙａｖｉｒｉ地 方 （Ｌｌｉｍ ａ
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県 ） か らも報 告 され て い る。但 し この場 合 に は参 加者 間 の競 合 は ない よ うで あ る。

　 １５ この儀 礼 は耳 の切 れ は しを埋 め る際 に行 わ れ （埋 め る場 所 は 山の ス ピ リッ ト世

　 界 の 入 口 と考 え られて い る。 ｃｆ：１－３４～３５）。 「し る し」 を埋 め る穴 の そ ば に ２つ の

　 新 しい 深鉢 を 置 き， 水 と牧草 を表 す とされ る アグ ア ル デ ィエ ンテ酒 と コ カの 葉 を 入

　 れ る。主 人 が鞭 を手 に して ， お ごそ か な調 子 で ， 参 加 者 に この ま わ りを 踊 る よ うに

　 命 じる。 踊 って い る人 々は， 合 図 を 受 け る と四 つ 這 い に な り， 鉢 に近 寄 って ，牛 が

　 川 で水 を飲 み 山で 草 を 食 べ るよ うに， 唇 と舌 だ けを 使 って コカ の葉 を と り， ア グ ア

　 ル デ ィエ ンテ酒 を飲 む ［ＶＡＲＩＬＬＡＳ　 ｌ９６５：１０６］。

　 上 記 Ａｙａｖｉｒｉの事 例 を導 入 す る こ とに よ り，　Ｔｕｐｅ に お け る ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏの 踊 りの

際 に 中 央 に 置 かれ た ｃｈａｍ ｉｓｃｏｌ入 りの 容器 （１－２９） の意 味 が 明 らか に な るで あ ろ う。

た だ し ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏ の踊 り は《制 御 》 の表 象 とい うセ ニ ャル儀 礼 の重 要 な 局 面 で もあ

る。逆 に この点 で は，Ａｙａ▽ｉｒｉの 例 にお け る主 人 が手 に して い る鞭 の 意 味 を 明 らか に

して い る。

　 ケ チ ュア語 の テ ク ス ト資料 で あ るた め， 具 体 的事 例 の説 明で は ない が （この 場合 そ

の た め に よ り有 力 な 資 料 とな る），Ａｃｈａ　Ｐａｒｕｒｏ （Ｃｕｚｃｏ 県 ） の イ ン フ ォー マ ン トは，

捧 げ 物 をす る 際 に 参 加者 間 に 分 配 す る コ カ は 牧 草 を 表 す と 述 べ て い る ［ＦＡＲＦＡＮ

ｌ９６２：２６２］。 この 資 料 は ，セ ニ ャル儀 礼 の最 も広 い コ ン テ クス トに お いて も，コカ の葉

が牧 草 を表 す とい う こ とを想 定 させ る。 コカ の 葉 は 日常 的 嗜 好 品 の 通 念 に従 って ，増

殖 一 般 を表 象 す るの に適 して い る。 そ の 葉 の 中 か らコ カ キ ン トゥを 選 ぶ こ とは 《 限定

さ れ た増 量 》を 特 定 的 に表 す 。 コ カの 葉 が 数 え られ る と い う属 性 を 有 す る た め に， 増

殖 は特 に《 増 量 （数 ノ》 と して 数 量 的 に 表 現 す る こ とを可 能 にす る。 い ず れ の表 象局 面

に お いて も， コカ は増 殖 の原 因 を 表 す の で あ り， 捧 げ物 ， 薬 ， 牧 草 とな る と い え よ う。

　 増 量 （数 ）の表 象 は コカ キ ン トゥに み られ るだ け で な く， 他 の 儀 礼 局面 に異 な った形

態 で も示 さ れ る。 Ｍ ｏｙａ村 にお け る前 夜 祭 の最 終 段 階 で行 わ れ る ｐａｎｄｉｌｌａ の踊 りは

そ の一 つ で ， 踊 りの群 団 の人 数 を 増 や す こ とが重 要 に な って い る。

　 １６　 参 加者 た ち は 帽子 を 目深 に か ぶ り， え り巻 きを 鼻 のあ た りま で巻 き， 顔 を か く

　 す よ うに して 「変 装 」 ｄｉｓｆｒａｚａｒす る。 変 装 した一 団 の 人 々は歌 い 踊 りなが ら， 村

　 内 の 家 々 を訪 問 して まわ り，訪 問先 の人 々 が踊 りの 仲 間 に 加 わ る よ う に誘 う。 留 守

　 の と きは訪 問 先 を か え て ま わ り， 仲 間 の数 が充 分 に 増 え る と， 特 に 目的 な しに村 の

　 あ ち こち を走 りま わ って 踊 り， 明 け方 に散 会 す る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 ｌ９６５：１３３４ ］。

　 観 察記 録 の 中で 直 接 に言 及 さ れ て い な いが ，ｐａｎｄｉｌｌａの 踊 りに は競 合 の様 相 を つ け

加 え る こと がで き る。 ｐａｎｄｉＵａ は セ ニ ャル 儀 礼 の 機 会 だ け で な く， 別 の祭 り に際 し
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て も組織 さ れ る。 こ う した 場合 ， 一 般 に村 の 中 に 幾組 かの ｐａｎｄｉｌｌａ が成 立 し， リー

ダ ーに率 い られ た一 団 が 村 の 中 を ね り歩 く。途 中 で別 の群 団 に 出会 うと， リーダ ー同

士 が 肩 を 押 し合 って 勢 力 を 競 い合 う。 聖 サ ンテ ィァ ゴ の前 夜 の 場 合 （Ｍ ｏｙａで は セ ニ

ャル 儀礼 は聖 サ ンテ ィア ゴの 日に行 わ れ る），家 畜 所 有 者 単位 に ｐａｎｄｉｌｌａが組 織 され

るわ けだ か ら， 当然 村 の 中 に 多数 の 群 団が 組 織 され る。群 団 の仲 間 数 を 増 や す場 合 に，

相 互 の競 合 は他 の祭 りの 機 会 よ り一 層 強 くな るで あ ろ う。 事 実 Ｍ ｏｙａ の例 で は訪 問

先 の人 が 留 守 を して い る ことが あ る。ｐａｎｄｉｌｌａ は男女 が対 に な って 参 加 す る の が 一一ｍａ

で， 特 に若 い男女 に 人気 の あ る踊 りで あ る。 この点 を考 慮 す る と　 ｐａｎｄｉｌｌａの 増 殖 表

象 に は， す で に述 べ た 《生 殖 表 象 》の 側 面 も有 して い る。 家 畜儀 礼 が行 われ る ７月 ２４

日の Ｈｕａｎｃａｙｏの 町 で は， 儀 礼 と直 接 関係 な しに も ｐａｎｄｉｌｌａが組 織 さ れ， その 一 つ

は上 流 階 級 の舞 踏会 の招 待客 た ち に よ り 構 成 さ れ て い る ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 Ｉ９５３：２６５］。

内 容 は不 明 だ が Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉの村 （ｃｆ．　３－１，８）で も， しる しつ けの あ と，　 ｐａｎｄｉｌｌａ の

踊 りが夜 明 け まで 続 け られ る ［ＣＨｏ２ＡｕＥｃｃＡＨｕＡ　 ｌ９７１：１８４］。

　 Ｐａｃａｒａｏで は ，村 の成 員 が ３組 に 分 け られ て ，放 牧 地 に散 って い る家 畜 と村 内 で飼

って い る家 畜 を ， ひ と所 に追 い集 めて 頭 数 を か ぞ え る （ｃ£ Ｐ．１７）。 この家 畜集 め に

際 して ， どの組 が最 も巧 み に数 多 い家 畜 を集 め るか が 競 わ れ る ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　１９６４：

１０７－１１４］。 Ｐａｃａｒａｏの 家 畜 集 め の競 争 は現 実 の 増 数 を競 う点 で Ｍ ｏｙａ村 の ｐａｎｄｉ１１ａ

（３－１６） に類 似 し， 家 畜 に つ いて 競 う点 で Ｔｕｎゑｎ の コカ キ ン トゥ （３－１２）に 類 似 す る。

　 セ ニ ャル 儀 礼 の 参 加者 が構 成 す る集 団 は， そ の成 員 の 増 減 が数 え られ る点 で ， コ カ

キ ン トゥと同 様 に ， 数 え うる増 量 の表 象 に適 して い る。 ｐａｎｄｉｌｌａ の成 員 を 増 や す 行

為 は増 量 の表 象 とな る が ，一 方 で 人 間 の 集 団 は， 《数 を 減 ら さな い 》 と い う， 増 殖 に

つ いて の消 極 的 な 表 現 を可 能 にす る。 増 殖 の期 待 は積 極 的 な 家 畜 頭 数 の増 大 や生 育 の

促 進 だ けで な く， 病 気 に な った り， 盗 まれ た り しな い よ うに とい う期 待 を含 んで い る 。

後 者 の 《減 少 防 止 》の 表 象 的行 為 は事 例 の 中 に も うか がわ れ る。 セ ニ ャル儀 礼 で は集

団 結 合 が 強 調 され て お り （ｃ£ １－１０，２０， ３３）， そ れ だ け に， 集 団 か らの 一部 成 員 の 脱

落 は特 別 な 意 味 を帯 び る。

　 Ｔｕｐｅ の焼 饅 使 いの 役 目の 一 つ は ， 参加 者 が 勝 手 に祭 りの場 か ら立 ち去 らな い よ う

に見 張 って い る こ とで あ る。 誰 かが 抜 けだ しそ うに な る と　（記 述 の 内容 か ら して ，

明 らか に意 図 的 に行 う儀 礼 行 為 で あ る）， 見 失 わ ない よ うに しる しを つ け る 真 似 を し

て仲 間 に引 き戻 す （１－１８）。 Ｍ ａｃｕｓａｎｉ で も， 儀 礼 の途 中で 参 加者 は抜 けだ す こ とが

で き な い （２－１７， ２５）。 特 に 最 後 の 夜 に 行 わ れ る ｍ ａｃｈｏ　ｗａｑａｙｋｕｙ の 場 合 の 禁 止

（２－２５） が 重 要 で ， これ は Ｔｕｐｅ の しる しを つ け て 引 き戻 す 儀 礼 の 興 味深 い変 形 で あ

　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ２３
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る （ｃｆ・　２－２６）。 ま た Ｍ ａｃｕｓａｎｉで は， しる しを して い る 最 中 に誰 か が通 りか か る と，

仲 間 に加 え て ， 終 りま で 引 き と めて お くが （２－１９）， これ は増 量 の 表 象 で あ る。

　 １７ Ｃｕｙｏ　Ｇｒａｎｄｅ村 （Ｃｕｚｃｏ県 ） の ｏｖ（麺ａ　ｃｈｕｌｌａｙ とい う羊 の儀 礼 で も， 家 屋 内

　 で 行 わ れ て い る前 夜祭 の期 間 中 ，誰 も外 へ 出て はい けな い とさ れ る。 さ もな い と，

　 同 じよ うに家 畜 が 消 え失 せ るで あ ろ う とい わ れ る ［ＣＡｓＡｖＥＲＤＥ　 ｌ９７０：１４７］。

　 ｏｒｃｏｔｕｎａ （Ｊｕｎｉｎ県） の セ ニ ャル 儀 礼 は ， 集 団結 合 の表 象 と 増 量 表 象 が 複 合 した

興 味 あ る例 とな って い る。 祭 りの経 済 的負 担 に 関す る相 互援 助 の制 度 が儀 礼 化 され ，

それ が 増 量 の表 象 とな る。

　 １８ 家 畜 と家畜 番 のた めの 祭 りで あ る ７月 のＴａｙｔａ　Ｓｈａｎｔｉ（Ｓａｎｔｉａｇｏ）の 祭 りの前

　 夜 に， 招 待 され た客 は主 催 者 の 家 に集 る。 そ の と きに ，前 年 の祭 りの終 りに そ の 家

　 の 主 人 に 頼 ん で分 けて も らった の と同 じ品物 を ， ２倍 の 量 に して 贈 り物 と して 持 っ

　 て 行 く。 例 え ば前 年 に １ア ロバ の小 麦 を分 けて も らった ら， ２ア ロバ を， １０個 の パ

　 ンで あ った ら，２０個 のパ ンを持 参 す る ［ＲｏＭｏ　 １９５７：４２］。

一般増殖表象

　 コ カの 葉 と対 を な した 酒 類 が， 儀 礼 の特 定 の コ ンテ ク ス トに お いて ， 家 畜 増 殖 の 原

因 と して の 水 を 表 して い る こ と はす で に指 摘 した （ｃｆ．　３－１１～ 」４）。 セ ニ ャル 儀 礼 の 様

々な 場 面 で 用 い られ る酒 類 が ， コカ の葉 同様 に， 増 殖 一 般 を 原 因 の側 で 表 す 可 能 性 が

あ る。 家 畜 増殖 を期 待 して 行 う山 の ス ピ リッ トへ の 捧 げ 物 と して， 酒 類 は コカ と と も

に重 要 な部 分 を 占 めて い る （ｃ£１－３５， ２－７～ ８， １３）。 しか し， 捧 げ物 と して の 酒 類 は

セ ニ ャル儀 礼 に 限 らない か ら， これ だ けで 酒 類 の 増殖 表 象 を規 定 す るの は困 難 で あ る 。

儀 礼 に お い て 種 々の酒 が 複 合 的 に 用 い られ て い る場 合 （ｃ£ １－７～ ９，３５，２－７～ ８，１０，

ｅｔｃ．）， 酒 類 あ る い は それ を 含 め た 液 体 物 の構 成 す る意 味 の あ る体 系 が 在 る と も推 定

で き るが ， 目下 の と こ ろ充分 説 明 し うるだ け の根 拠 に欠 け る 。 た とえ ば， 《強 い 酒 》

と《 弱 い酒 》 の二 項 対 立 を 設 定 す る ことで ， 酒 類 利 用 に 関 した儀 礼 の可 な りの 部 分 が

説 明 で き そ うに も思 わ れ る。

　 以 下 に は家 畜 増 殖 儀 礼 に特 徴 的 に あ らわ れ る酒 類 （ま た は類 似 の液 体） の利 用 に つ

い て の み考 慮 す る。 この観 点 に たつ と， 家 畜 の 群 れ あ る い は 囲 い に あ る種 の 液 体 を ま

く行 為 は， セ ニ ャル 儀 礼 に だ け み られ る もの で あ る 。

　 １９　Ｔｕｎａｎ で は， 家畜 の所 有 者 ば 「庭 の 花」 で 身体 を 飾 り， 食 物 と酒 を持 参 して ，

　 村 は ず れ ま でで か け， 家 畜番 が山 の 上 か ら追 って きた家 畜 の群 れ を 出迎 え る 。主 人

　 は ひ ょ うた ん容 器 に 入 れ た チ チ ャ酒 を 家 畜 の 上 に ふ りま き， か らの 容 器 を 空 に投 げ，

２４
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　地 面 に落 ちた状 態 で そ の年 の 増 殖 を 占 う。主 人 は家 畜番 と抱 き合 って 親 愛 の 情 を示

　 し， 家 畜 番 の 「山 の花 」 と 主 人 の 「庭 の 花 」 を 交 換 し， 食 物 と酒 を 主 人 が提 供 す

　 る ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：１３２］。

２０ 同 じ行 為 は Ｍ ｏｙａ に も あ り， 主 人 は メサ上 に あ らか じめ 用意 した チ チ ャ酒 と

　 ワ イ ンを ひ ょ うた ん容 器 に入 れ て 混ぜ ， これ を家 畜 囲 い で ふ りま く。 か らの容 器 を

　投 げて ， 落 ち た 具 合 で 占い をす る 。 上 む き は良 い し る しで ， 下 む き は悪 い とされ

　 る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 ｌ９６５：１３２］。

　 この 囲 いで ふ りま く液 体 が ，Ｔｕｐｅ で は Ｕｋｓａ で あ り， と う もろ こ し粉 の水 溶 きで

あ る （１－９）。 これ を女 主 人 が囲 いで ま き，「聖 な る母 の 大地 よ， 私 達 の牛 を つ かま え て

くれ 。走 らせ な いで 欲 しい 」 と唱 え る。 Ｕｋｓａ は捧 げ物 （支 払 い） の意 味 も有 して い

る （１－２４）。 捧 げ物 と して は， 耳 の切 片 を 埋 め る際 に ピス コ酒 と一 緒 に 用 い る （１－３５）。

ま た焼鏝 を あ て た個 所 に もか け （１－２６）， これ は や け ど の痛 み を 早 く鎮 め るた め だ と

説 明 され る ［ＤＥＬＧＡＤｏ　ＤＥ　ＴＨＡｙｓ　 １９６５：２４５ユ。 同 じ と う もろ こ しの 水 溶 き と 思 わ

れ る 「白い 液体 」 の ｕｐｃを Ｌａｒａｏｓ （ｃｆ．３－５） で も家 畜 の 上 にふ りか け る。

　 ２１ 若 者 の 牛 倒 し役 ｐｕｎｔａｍｏｚｏ が 雌 雄 の 牛 を メサ の前 で 押 し倒 し， 脚 を か らませ

　 て ， 「家 畜 の結 婚 」 を させ ， この結 婚 の代 親 にな った 人 物 が ， 雌雄 を祝 福 して 白い

　 液 を 体 の 上 に か け る ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 １９６５：１５２］。 また この 液 は しる しを つ け終 って ，

　 家 畜 を 囲 い か らだす ｃｈｉｃｕｓ６ｎ の場 面 で も， 牛 の 背 中 に か け る ［ＶＡＲＩＬＬＡＳ　 １９６５：

　 １５４］。

　 同 じ と う もろ こ しの水 溶 きが Ｍ ａｃｕｓａｎｉで は ｃｈｕｌｌａ と呼 ばれ ， 山の ス ピ リ ッ トの

ア ブ Ａｐｕ に対 す る捧 げ物 で あ り （２－７～ ８）， 家 畜 の 結 婚 に際 して も体 の 上 に か け る

（２－１６）。 家 畜 の増 殖 を 促 進 す る た め に， Ａｙａｐａｔａで は ｃｈｕｙａ の液 を男 女 競 争 で 家 畜

に か け る （３－７♪， Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉで は男 女 が 対 に な って， 「甘 い ｃｈｔｉａ」 を 家 畜 にふ りか

け る（３－８）。Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉの ｃｈｔｉａ は記 述 内 容 か らす る と，同 じ ア イマ ラ族 の Ｃｈｕｃｕｉｔｏ

で 用 い て い る ｃｈｕａ と同 じ もの と判 断 され る。　ｃｈｕａ は砂 糖 ま た は黒 砂 糖 を 水 溶 き し

た もの で あ る ［ＴｓｃＨｏＰＩＫ　 １９６８：２３８］。　Ｃｕｙｏ　Ｇｒａｎｄｅ村 （ｃ£ ３－１７） の ｃｈｕｌｌａｙ の

儀 礼 は貝 の 杯 で ワ イ ンを 家 畜 にか け る こ とで ， これ は チ チ ャ酒 と アル コー ル酒 で も く

り返 す と あ る ［ＣＡｓＡｖＥＲＤＥ　 １９７０：１４６］。

　 チ ュー リ ャ ｃｈｕｌｌａ（ｃｈｕｙａ，　ｃｈｄａ，　ｃｈｕａ，　Ｕｋｓａ，　ｕｐｅ） の液 は， その 内容 は 村 に よ っ

て若 干 異 な って い るが， 生 殖 表 象 の 場 面 で 用 い られ る こ と か らして も，増 殖 の観 念 と

連 合 して い る事 物 で あ る とい え る。 次 の ２例 が この点 を明 確 にす る。

　 ２２ Ａｙａｐａｔａで は家 畜 が 病 気 に な る と，同 じ ｃｈｕｙａの液 を 土 製 焼 物 の牛 （ｅｎｑａｙｃｈｕ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　２５
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　 と呼 ば れ て セ ニ ャル 儀 礼 で は メサ上 に 置 か れて い る。 ｃ£ ３－７） にか け る と， 病 気 が

治 る と信 じ られ て い る ［Ｍ ＥＲＥＬＬＥ，　ＲｏＹ　 ｌ９７１：１６７］。

　２３ Ｔｕｐｅで は乳 が で な くな った雌 牛 を ｊｏｒｒｏ とい う。 畑 の 仕事 で忙 しい時 期 には ，

役 に た た な い ｊｏｒｒｏ は 自然 の 牧 草 が あ る高 地 の ブ ナへ 連 れ て行 き ，放 牧 して お く。

　 連 れ だ す前 夜 に儀 礼 を して ， 次 の 朝 雌牛 を花 で 飾 り， と う も ろ こ し粉 の ｍ ａｃｈｉｃａ

　 を 塗 り， 山へ 連 れ て行 く。 泉 の 傍 を 通 る とき に休 み ， そ こを 花 で飾 り， 泉 の 水 を全

　 員 で 飲 む 。 目的地 に 到着 す る と， 近 くの泉 に花 を 飾 り （一 般 に ク ラ ベル の花 ）， そ

　 の 水 で 丘ｋｓａ をつ く り， これ を 四 方 にま い て， 聖 な る大 地 が 牛 を守 り， 崖 か らお ち

　 た り，村 へ 帰 って きた り しな い よ うに祈 願 す る ［ＤＥＬＧＡＤｏ　ＤＥ　ＴＨＡＹｓ　 ｌ　９６５：２５０］。

　 チ ュー リャ液 ｃｈｕｌｌａ の表 わす 増 殖 性 を 明 らか に した上 で （あ ま り適 当 とは思 わ れ

ない が ， 生 殖 や 増 量表 象 の よ うに儀 礼 の コ ン テ クス トに おい て 明 確 で な く， 表 象 の 内

容 が 規 定 しが た い の で ，一 般 増 殖 表 象 と 呼ぶ ）， あ らた めて Ｍ ｏｙａ の例 （ｃｆ・　３－２０）を

み る と， 囲 い で ふ りま く液 の 内容 は も う少 し複 雑 で あ る 。

　 ２４　夜 中 の １２時 頃 に ， 囲 い に ま く液 をつ くるた め に，主 人 は メサ 上 にあ る ワ イ ンと

　 チ チ ャ酒 を ひ ょ うた ん容 器 に注 ぐ。 この 中 に石 製 の ｉｎｌｌａ を使 って けず り と った リ

　 ャ ンプ Ｉｌａｍｐｕ，　ｃｈａｗａｓｗａｋｕｒｉ，　ｃｈａｗａｋｕｒｉの粉 を 混 ぜ る 。　ｉｎｌｌａ は 動 物 の 形 を し

　 た 白 い石 で ， これ を 所 持 して い る と家 畜 が 増 え る と され る。 リャ ンプ は 山 の ス ピ リ

　 ッ トに対 す る 「支 払 い 」 の 一 つ で もあ り， 軟 らか くて コ ンパ ク トな 白色 の 土 の 固 ま

　 りで， かす か に香 りが あ る 。 ２種 の ｃｕｒｉ も 同様 に ブ ナで 見 つ け る こ とが で き るが ，

　 入手 が困 難 だ とい う ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 １９６５：１３２］。

　 こ こで重 要 な こ と は， 囲 い に ま くチ ュー リ ャ液 と複 合 的 に用 い られて い る リ ャンプ

で あ る 。 リャ ンプ １１ａｍｐｕ は粒 子 の 細 か い粘 土 質 の物 質 で あ る。　Ｍ ｏｙａで は こ の リャ

ンプ は 「家 畜 馴 ら し」の儀 礼 で も用 い られ， 新 しい雄 牛 （役 牛 ）に コカ キ ン トゥと混 ぜ て

噛 ませ る。 牛 が 噛 めば 従 順 に な り，吐 きだ せ ば 反 抗 的 に な る と いわ れ る ［ＦＵＥＮＺＡＬＩＤＡ

ｌ９６５：１３５ユ。

　 ２５ Ｓｏｃｏｓ 村 で は褐 色 の 粘 土質 の もの が リ ャ ンプ Ｉｌａｍ ｐｕ で あ り， 「薬 」 と称 して

　 コカ の 葉 と一 緒 に羊 に 噛 ませ る。 ま た リャ ンプ の水 溶 きを 顔 料 に し， 羊 の体 に塗 っ

　 て お り， 羊 の健 康 と安 全 が 確 保 され ， 成 長 が促 進 され る と いわ れ る。

　 一 方 に お い て 増 殖 を 表 す リャ ンプが （チ ュー リャ液 と混 合 す る， 「薬 」 と して コ カ

と一 緒 に 用 い る ）， 他 方 で 《 制 御 》 の観 念 （「家 畜馴 ら し」，従 順 ） と 結 びっ いて い る

ことは 重要 で あ る 。Ｍ ａｃｕｓａｎｉで は結 婚 した家 畜 に塗 る赤土 を ｔａｋｕ とい い （２－１５），

内容 は リャ ンプ と同 じと判 断 され る。 リャ ンプ １１ａｍ ｐｕ （ｔａｋｕ，　ｔｏｑ６）と称 す る鉱 物 質
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の もの が有 す る増 殖 表 象 に は以 下 の よ うな例 が あ る。 いず れ も用 途 は基 本 的 に同 じで

あ り， ま た チ ュー リャ液 と同 じよ うな状 況 で用 い られ て い る。

　 ２６　 Ｐａｍ ｐａｐｕｑｕｉｏ村 （Ａｐｕｒｉｍａｃ県 ） の リャマ の 毛 を 刈 る儀 礼 に お いて ， 毛 を 刈

　 り取 った あ とで， 白 い と う もろ こ しの 粉 ，花 ， コ カ の葉 ， リャ ンプ ｌｌａｍ ｐｕ で 家 畜

　 の体 を こす る。 そ れ に よ って ， 豊 富 な 毛 が生 え伸 び， 次 の 年 に も毛 刈 りが で き る と

　 説 明 され る ［ＶＩｖＡＮｃｏ　 ｌ　９７１：１７０］。

　 ２７ Ｑｕｅｒｏｍａｒｃａ （Ｃｕｚｃｏ県 ） で は ｔａｋｕ とい い ，黄 褐 色 の土 で ， これで 羊 の体 を

　 こす りなが ら，「盲 に な らぬ よ う， 足 が 痛 ま ぬ よ う， 草 を よ く食 べ て毛 が増 え る よ

　 う， と げ が さ さ った り しな い よ う」 と唱 え る ［ＰＡｚ　 ｌ９７１：１８０］。

　 ２８ Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ村 （ｃ£ ３－６） で リャ ンプ １１ａｍｐｕ と呼 ん で い る もの は，「と う も

　 ろ こ しの粉 に特 別 な 小 石 の粉 を 混ぜ た もの」 で ， これ を チ チ ャ酒乏 と もに 山 の ス ピ

　 リ ッ トの ワ マ ニ Ｈｕａｍ ａｎｉに捧 げ ，「この捧 げ物 が ワマ ニ の 心 を柔 らげ る ａｂｌａｎｄａｒ」

　 こ とを願 う。 リャ ンプ は ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ（ブ ナ に生 え る草 ）， コカ キ ン トゥ， ク ラ ベル

　 の 花 ， ａｃｈｉｔａ と一 緒 に チチ ャ酒 に混 ぜ ，「結 婚 した 羊 」 の 体 にか け てや る。 ま た リ

　 ャ ンプ の 粉 で 羊 の体 に十 字 を 描 く ［ＳムＮｃＨＥｚ　 ｌ９６５：１５］。

　 ２９ Ｄｃｓｃａｎｓｏ 村 の 「羊 の結 婚」 で は， 赤 っぽ い 湿 り気 の あ る 石 の ｔｏｑ６ で ， た て

　 とよ この 太 い線 を 羊 の体 に描 く ［ＧｏＲＢＡＫ　 ｌ　９６２：２７９１。

　 ３０ Ｌａｒａｍ ａｒｃａ （Ａｙａｃｕｃｈｏ県 ） で は 粉状 の ｐｕｃａｌｌａｍｐｕ と ｙｕｒａｑｌｌａｍｐｕ の ２

　 種 が色 に よ って 区 別 さ れ （赤 と白）， 山 の ス ピ リッ トの ワ マ ニ に対 して ， 良 質 の ピ

　 ス コ酒 と一 緒 に捧 げ る ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６３１４：２１１］。

　 い ず れ の リ ャ ンプ に関 す る資 料 も断片 的 で あ るが ， リャ ンプ が増 殖 を 助成 す る 呪術

的 な 力 を有 し， 一 般 に粘 土 の よ うな 粒子 の細 か い 物 質 で あ る こ とがわ か る 。 名称 や色

は若 干異 な って い るが ， 共 通 す る性 質 と して ， 粒 子 の 細 か い手 ざ わ りの 柔 らか さ を指

摘 で きる 。実 際 リャ ンプ ｌｌａｍ ｐｕ は ケ チ ュア語 で 「柔 らか い」 とか 「な め らか な 」 を

意 味 す る ［ＧｕＡＲＤＩＡ　ｌ　９５９：６１；ＬＡＲＡ　ｌ９７１：１５５］。 この点 で は と う も ろ こ しの粉

と も性 質 が 同 じで ， Ｍ ｉｎａｐａｍ ｐａ で は と う もろ こし粉 と 「石 の 粉」 の混 合 を リャ ンフ゜

と いい （３－２８）， Ｐａｍ ｐａｐｕｑｕｉｏ で は と う もろ こ し粉 と リャン プ粉 を家 畜 の 体 に こす

りつ け，複 合 的 に用 いて い る（３－２６）。Ｔｕｐｅ に は リャ ンプ に 関す る記述 が な い けれ ど，

上 記 の 点 を考 慮 す れ ば， と うも ろ こ しの粉 ｍ ａｃｈｉｃａ が， それ と同 じに用 い られ て い

る こ とが わ か る （１－９， １４，３４， ３－２３）。

　 とう も ろ こ し粉 は前 述 の よ う に チ ュー リャ液 の材 料 で も あ り （ｃ£１－９，２－７， ３－７），

サ ブ ス タ ンスを 共 通 に す る リャ ンプ （この 場合 ｍ ゑｃｂｉｃａ）とチ ュ ー リャ液 （この場 合 と
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う も ろ こ し粉 の水 溶 き） の表 す 増 殖 性 は基 本 的 に 同一 で あ る。 さ ら に注 目を要 す る の

は， Ｃｈｕｃｕｉｔｏの 村 で は ，捧 げ物 にす る リャマ の 脂 肪組 織 の 固 ま りが リャ ンプ １１ａｍｐＵ

と呼 ばれ て い る こ とで あ る ［ＴｓｃＨｏＰＩＫ　 ｌ　９６８：２３８］。 この 場 合 サ ブス タ ンス は 異 な

るが 名 称 が一 致 す る。 この脂 肪 組 織 は 一 般 に ウ ン トゥ ｕｎｔｕ と呼 ば れ ， セ ニ ャル儀 礼

で も捧 げ物 の一 部 と して 広 く用 い られ る （ｃ£ １－３５，２－５）。Ｔｕｐｅで は牛 に焼罎 を あ て

た個 所 に 丘ｋｓａを か け て ひ や す が （１－２６），　 Ｌａ　Ｍ ａｒ （Ａｙａｃｕｃｈｏ県 ） の例 で は ｑａｐｉ

を か け る ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６３１４：２０５］。　 ｑａｐｉ は 一 種 の脂 肪 分 で ， 痛 み を 柔 らげ る

た め に使 う と あ る。 した が って この場 合 に は， チ ュ ー リャ （Ｕｋｓａ） とウ ン トゥ （脂 肪

分 ｑａｐｉ）の同 一 性 はそ の 機 能 （や け どの 痛 み を 鎮 め る ）に あ らわ れ る。同 じ Ａｙａｃｕｃｈｏ

県 の Ｐａｒｉｈｕａｎｃａで は 焼 印 を 入 れ た あ と に チ チ ャ酒 （つ ま りチ ュー リャ液 の一 種 ） ま

た は ｓｃｂｏ （ウ ン トゥの別 名） を塗 る ［Ｍ ＥＮＤＩｚ舶 ＡＬ　 ｌ９６３１４：２０６］。

　 以 上 の諸 事 実 を ま と め る と，チ ュー リャ液 （ｃｈｕｌｌａ，　ｃｈｕｙａ，　ｃｈ丘ａ，　ｃｈｕａ，　Ｕｋｓａ，　ｕｐｅ），

リャ ンプ粉 （１１ａｍｐｕ，　ｔａｋｕ，　ｔｏｑ６，　ｍ ゑｃｈｉｃａ），ウ ン トゥ （ｕｎｔｕ，１１ａｍｐＵ，　ｓｅｂｏ，　ｑａｐｉ）は，

捧 げ 物 の一 部 を なす 点 で 共 通 す るだ けで な く， 家 畜 の体 にか け る （ま た は 塗 る） とい

う用 途 の面 で も共 通 して い る。 ま た個 々 の事 例 間 の 関 係 を 通 じて ， チ ュー リャ液 ＝ リ

ャ ンプ粉 （サ ブ ス タ ンス の一 致 ）， リャ ンプ粉 ＝ ウ ン トゥ （名 称 の一 致 ）， ウ ン トゥ＝

チ ュー一リャ液 （機 能 の一 致 ） が成 り立 ち， この ３者 は一 つ の 《変 換 群 》を 構 成 す る。

実 際， チ ュー リャ液 ， リャ ンプ粉 ， ウ ン トゥの 固 ま り は複 合 的 に用 い られ ， 共 通 した

増 殖 の表 象 価 値 を有 す る 。 した が って ， 残 る問 題 は ， 同一 の表 象 を可 能 にす る共 通 し

た具 体 的 な 性 質 の 存在 を ， この ３者 間 に指 摘 す る こ とで あ る。 それ は液 状 ， 粉 状 ， 固

形 状 の異 な る状 態 で ３者 が 《柔 らか さ 》を 有 して い る こ とで あ る。 そ して これ らの 事

物 の働 き は， 対 象 を 《 柔 らげ る 》 こ とで あ り， 焼 印の 痛 み を柔 らげ る の みで は な く，

Ｍ 三ｎａｐａｍ ｐａの祈 り に あ るよ うに ，捧 げ物 の リャ ンプ は 山の ス ピ リッ トの心 も 「柔 ら

げ る」 ので あ る　 （３－２８）。 この祈 りが 増殖 の 期 待 に 発 して い る の は 明 らかで あ る。

《柔 らげ る 》 と 《制 御 》は ， セ ニ ャル儀 礼 の コ ンテ ク ス トにお い て ， きわ めて 近 似 し

た 概念 だ と思 わ れ るが ， この 点 に 関 して は未 だ検 討 を 要 す る。

　 チ ュー リャ液 ， リャ ンプ粉 ， ウ ン トゥの 共 通 性 を示 す ば か りで な く， 《神 秘 的 増

殖 》の 観 念 と も関連 した 非 常 に興 味 深 い事 実 が， Ｐｕｑｕｉｏ （Ａｙａｃｕｃｈｏ県 ） に あ る 。

　 ３１ Ｐｕｑｕｉｏで は ８月 １５日に 灌 瀧 溝 を清 掃 す る盛 大 な祭 り ｙａｒｑａ　ａｓｐｉ が あ り・ こ

　 の場 合 に も山 の ス ピ リッ トに対 して 捧 げ 物 をす る （灌漑溝 の 清 掃 は一 種 の農 耕儀 礼

　 で あ るが ， これ は 家 畜儀 礼 の変 形 と して 分 析 す る こ とが可 能 で あ る）。 メサ 上 に 用

　 意 す る捧 げ 物 に は全 て の農 作 物 ， ク ラ ベル の 花 ，タバ コ と と もに， ｉｌｌａ が あ る。　ｉｌｌａ
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　 は小 さ な 動 物像 で あ るが ， 「柔 らか くて タル カ ム ・パ ゥダ ー の よ うな」， リャ ンプ

　 ｌｌａｍｐｕ と呼 んで い る と う もろ こ し粉 に水 を加 えて ， か た ま りを こね て 作 った もの

　 で あ る ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　１９６４：２４４］。

　 出来 上 った ｉｌｌａの状 態 は柔 らか い固 形 （つ ま り ウ ン トゥの状 態 に近 い） で あ り， 液

体 （チ ュー リ ャ） と粉 （リャ ンプ） の統 合で あ る。 造 形 され た ｉｌｌａは ｅｎｑａｙｃｈｕ と も

呼 ばれ る神 秘 的 な 増 殖 力 を有 す る動 物 を表 して い る。 本 稿 で は この 《神 秘 的増 殖 》 の

内容 に言 及 す る余 裕 は な い が， Ａｒｇｕｅｄａｓが この ｉｌｌａを 家畜 の ア ー ケ タ イプ と呼 ん で

い る こ とは注 目 して お か ね ば な らない ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 １９６４：２４４］。

４． 花 の 表 象

　 セ ニ ャル 儀 礼 の 広 い コ ンテ ク ス トに お い て も， 花 は重 要 な 意 味 を有 して い る。 こ こ

で扱 うの は そ の花 の 表 象 で あ り， 基 本 的 には チ ュー リャ液 や リャ ンプ粉 と同様 に一・般

増 殖 の表 象 と見 倣 す こ とが で きる 。 しか し， 花 は セ ニ ャル儀 礼 の様 々 な意 味 を 《視 覚

的 に 表 現 》す る働 き を有 す るた め に， 儀 礼 の分 析 にお い て 特 に 注 目 して お かね ば な ら

な い 。

　Ｔｕｎａｎ の チ ュー リャ液 （こ こで は チ チ ャ酒 が 用 い られ る） の 事 例 の 中で ， 家 畜 所

有 主 が 持 参 す る 「庭 の 花」 ｆｌｏｒｅｓ　ｄｅ　ｊａｒｄｉｎ と家 畜 番 が採 って きた 「山 の花 」ｆｌｏｒｅｓ　ｄｅ

ｐｕｎａ の交 換 を 指 摘 して お い た （３－１９）。 同 じ交 換 に よ る ユニ オ ンの 表 象 的行 為 と思

わ れ る ものが Ｐａｃａｒａｏ に も あ る。　Ｐａｃａｒａｏ の家 畜 集 め の競 争 につ いて はす で に 簡 単

に触 れ たが （ｃ£ Ｐ．２３）， ３組 に分 け られ た村 人 は 「家 来 」 ｖａｓａｌｌｏ と呼 ば れ ， ３人 の

祭 りの主 催 者 カ ピタ ン ｃａｐｉｔａｎ に従 って い る 。

　 １　 家 畜 集 めの ３日 目， 村 に残 った 「家 来 」 た ち は， 村 の 中 で 飼 わ れて い る家 畜 を

　 集 め て 山 の上 の方 へ 追 って 行 く。一 方 前 日 に ブ ナ の牧 草地 に 散 って い る家 畜 を 集 め

　 に行 った 「家来 」 た ち は， そ の家 畜 を 下 へ 追 って くる。 同 じ組 の 「家 来 」 た ち は 山

　 の途 中で 出会 い ，下 りて きた 側 の人 々 が高 山植 物 の ｗｉｒａ－ｗｉｒａ，　ｋｏｌｌａｑ，　ｗａｍ ａｎｒｉｐａ

　 の花 を村 か らきた 人 々に分 け与 え る。 村 か らきた 人 々 は ，主 催 者 カ ピタ ンが 用意 し

　 た食 物 を提 供 す る ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６４：Ｉｌ１］。

　 Ｔｕｎゑｎ と Ｐａｃａｒａｏ の儀 礼 は基 本 的 に 同一 で あ り， 他 の 事 例 報 告 に み られ な い 《家

畜 を ひ と所 に集 め る儀 礼 》 とで も呼 べ る 内容 で あ る。 こ の際 用 い られ る 花飾 りは交 換

を 《視 覚 的 》 に 表現 す る 。 この儀 礼 は山 の ス ピ リッ ト界 と人 間 界 の 交 換 を 通 じた ユ ニ

オ ンを 表 し，人 々 が期 待 す る家 畜増 殖 の た め の前 提 で あ る。 この点 で ，多 くの セ ニ ャル
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儀 礼 の 中で 家 畜番 が特 別 な位 置 を 占めて い る意 味 も理 解 で き る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 ｌ９６５：

１３５；Ｖｉｖａｃｇｃｏ　９７１：１７０；ＰＡｚ　 Ｉ９７１：１７８］。 家 畜 番 に対 す る特 別 な扱 い は， 《 家 畜

を ひ と所 に集 め る儀 礼 》の 変 形 で あ る。特 に小 規 模 な 家 畜 飼育 の場 合 ， 家 畜 番 も儀 礼

を 行 う家 族 の一 員 （特 に子 供） で あ り， そ の儀 礼 上 の役 割 が見 落 され て しま う可 能性

が あ る。

　 花 が有 す る視 覚 的 な作 用 は ， 《 交 換 》 を表 す ば か りで な く， 《移 行 》を 表 す こ と も

可 能 にす る。 Ｍ ｏｙａに お け る コカ キ ン トゥと花 飾 りの 対応 につ いて はす で にの べ た が

（ｃｆ．３－１１）， 頭 目か ら花 を 分 け て も ら って 飾 る この 儀 礼 は ， 別 の 観点 で は， 花 の 有 無

に よ って状 態 の 《移 行 》を 表 現 して いる 。Ｔｕｐｅ で も当 日の祭 りに 「司 祭 」 か ら花 飾

りを して も ら う ｗａｙｔｕｒｉｓｏの儀 礼 が あ る （１－２３）。 詳 しい記 述 内容 に もかか わ らず ，

Ｍ ａｃｕｓａｎｉの 儀 礼 に 花 が 登 場 して い な い の は， 一 見 奇 妙 で あ る。 花 を 示 唆 す る唯 一 の

資 料 は，毛 糸 製 の リボ ンが 「小 さ い花 」ｆｌｏｒｃｉｌｌｏ と呼 ば れ て い る ことだ けで あ る （２－１５）。

しか しなが ら， 「小 さい 花 」 と比 喩 的 に表 現 され た リボ ンを耳 に結 びつ け る こ とで ，

家 畜 の状 態 の 《移 行 》が 視覚 的 に表 されて い る。 同 じ部 位 の耳 を切 り取 る こと は， こ

の点 に 関 して いえ ば ， 《触 覚 的 》 な表 現 で あ る。 セ ニ ャル儀 礼 に お け る花 の 重 要 性 は，

様 々な コ ンテ ク ス トにお け る儀 礼 の 意 味 を， 《具 体 的 》 に伝 え る 《視 覚 の メデ ィア》

とな る こ とで あ る。 この 点 で は ，Ｍ ａｃｕｓａｎｉの 「小 さ い花 」 は ， セ ニ ャル儀 礼 の基 本

構 造 に か かわ る 《 しる し》の表 現 と して， そ の表 象 的価 値 を充 分 に発 揮 して い る。 な

お 詳 しい検 討 を要 す る こ とだ が ， この 《 しる し》は ，家 畜 増 殖 を支 配 す る山 の ス ピ リ

ッ トに求 め る 《承 認 の しる し》 で あ り， 同時 に 《家 畜 の個 体 化 の しる し》で あ る。

　 Ｔｕｎゑｎ と Ｐａｃａｒａｏの 事 例 は （３－１９， ４－１）， 高 山 植物 の花 と山 の ス ピ リ ッ トの 密 接

な 関係 を示 唆 して い る。 セ ニ ャル儀 礼 を行 うサ ン テ ィ ア ゴの祭 り （７月 ２５日） の頃 に ，

Ｈ ｕａｎｃａｙｏ市 の市 場 で この 種 の 花 を売 って い る花 売 りの 女性 は 次 の よ うに説 明 す る。

　 ２　 ブ ナ に 自生 す る植 物 の 花 を取 って くる の は， 経 験 を 積 ん だ特 別 に選 ばれ た女 性

　 で あ る。 山 の花 を 摘 む と雷 鳴 と稲 妻 を伴 った 雨 や あ られ が 降 る。 落 雷 の た め に，花

　 摘 み の女 性 の誰 か が 毎 年 死 ぬ 。山 の ス ピ リ ッ トの ワマ ニ Ｈｕａｍａｎｉが ， 与 え た サ ン

　 テ ィア ゴ の花 の 代 償 に ，噌入 の命 を 奪 うの で あ る。 しか し， この花 な しで は家 畜 は増

　 えな い ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：２６７］。

　 上記 の 内容 は， 高 山 植 物 が家 畜増 殖 を一 般 的 に表 象す る事 物 で あ る ことを 明 らか に

し， 同時 に， 山 の ス ピ リ ッ トと雷 や雨 と の関 連 ， あ るい は人 間 界 の女 性 との 関 連 を示

し， 山 の ス ピ リッ トの 属 性 を分 析 す る上 で の重 要 な手 掛 りを与 え てい る。 高 山 植 物 の

表 す 増殖 性 は Ｍ ｏｙａで も明 らか に され る。
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　 ３　 高 地 の ブ ナ に 自生 す る植 物 や ク ラベ ル の花 は， ワ マ ニ の所 有 す る聖 な る植 物 と

　 見傲 され， 捧 げ物 と して も用 い られ る。 当 日の祭 りで家 畜 に しる しを す る儀 礼 の 前

　 に， 参 加者 は この 花 で 身 体 を 飾 りつ け る （この事 例 は前 夜 祭 か ら当 日の 祭 りへ の

　 《移 行 》 を最 も明瞭 に示 して い る。 人 々は 帽子 や ボ タ ン穴 な ど 「目 につ く場 所 」 に

　 花 を つ け る）。 高 山植 物 の それ ぞ れ は家 畜 の増 殖 と保 護 に関 連 し， 家 畜 の 種 類 と花

　 の 種 類 に は対 応 が あ る とされ る。 ｌｌｉｍａ－ｌｌｉｍａ，　ｕｔｋｕｎｌｉｐａ，　ｍ ａｓｅｔａ は牛 を 増 や し，

　 ｓｕｍａｙ－ｓｕｎｃｈｕ は ろば を ，　ｋｕｃｈｉｐａ　ｃｈｕｐａｎ は豚 を 増 や す 。　ｋｕｙａ－ｋｕｙａ は家 畜 に 主

　 人 へ の愛 情 ａｍ ｏｒを お こ させ る作 用 が あ る。 ク ラベ ル の花 は， 山 に対 して 「家 畜

　 を か くさ ない よ う に， 支 払 った もの」 で あ る。 増 殖 を 表 す これ らの 花 や 植物 は， 別

　 の機 会 に は， 病 気 治 療 や求 愛 呪 術 の手 段 に もな る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 １９６５：１３０］。

　 事 例 の Ｔｕｐｅで は， 高 地 で 花 を 摘 ん で くる の は少 女 た ち の役 目で （１－７）， これ で女

主 人 を飾 りたて （１－１１）， 「司 祭 」 の指 示 で 参 加 者 た ち は身 体 を 飾 りつ け る （１－２３）。 の

み な らず ，儀 礼 で 用 い る 用 具 も花 で飾 って あ る （ユー１８，２１， ２５）。 山 の ス ピ リッ トへ の

捧 げ物 と して は ，果 実 ， ｍゑｃｈｉｃａ の粉 ，　Ｕｋｓａ 液， 脂 肪 分 の ｓｅｂｏ と と もに ，耳 の 切片

の 「しる し」ｓｅｆｉａｌを埋 め る と きに 用 い られ る （］－３４）。　Ｔｕｎａｎ に は道 具 の焼鏝 の 花 飾

りの つ け変 え に よ って 《移 行 》 を 表 す きわ めて 興 味 深 い 儀 礼 場 面 が あ る ［ＡＲＧＵＥＤＡＳ

ｌ９５３：２６９－７０］。

　 Ｔｕｐｅの花 が Ｕｋｓａ液 ，　ｓｅｂｏ の 固 ま り，ｍａｃｈｉｃａの粉 と複 合 的 に用 い られ て い る こ

とは重 要 で ， セ ニ ャル儀 礼 に お け る花 は ， この 点 で ，一 般 増 殖 の表 象 で あつ か った チ

ュー リ ャの 液 ， リャ ンプ 粉 と同 じ儀 礼 の コ ンテ ク ス トで 用 い られ て い る。

　 ４　 Ａｙａｐａｔａで は男女 が競 争 して ｃｈｕｙａ液 を家 畜 にか けた あ と（３－７＞，男 女 が それ ぞ

　 れ 一 つ か み の 花 を 持 って 家 畜 の所 へ行 き ，それ を 投 げ か けて 戻 って くる ［Ｍ ＥＲＥＬＬＥ，

　 ＲＯＹ　　ｌ９７１：１６６］。

　 ５　 Ｑ ｕｉｑｕｉｊａｎａ で は 羊 を 囲 い か ら出 して ， 牧 草 地 へ 連 れ て 行 く際 に ， 花 を投 げ か

　 け て や り， 子 羊 に は リボ ンを つ ける 。 こ うす る こ とで 家 畜 は喜 び ， じ ゃれ て， 満 足

　 す る と説 明 さ れ る ［ＣｕＢＡ　ＤＥ　ＮｏＲＤＴ　 ｌ９７１：１７７］。

　 ６ Ｐａｍ ｐａｐｕｑｕｉｏの リャ マの 毛 刈 りの 際 に は， 豊 富 な毛 が 生 え伸 び る よ うに ，毛

　 を 刈 り取 った あ とを， と う もろ こ しの 粉 ， コカ の 葉 ， リャ ンプ， 花 で こす って や る

　 ［ＶｌｖＡＮｃｏ　 ｌ９７１：１６９］。

　 ７　 Ｍ ｉｎａｐａｍｐａで は ， 家 畜 の結 婚 の と き に，　ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ，コ カ キ ン トゥ， ク ラベ

　 ル の花 ， リ ャン プ， ａｃｈｉｔａ （粒 の小 さい 穀 物 の 一 種） を チ チ ャ酒 に混 ぜ て 羊 の 体 に

　 か け る ［ＳＡＮｃＨＥｚ　１９６５：１５］。
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　 ８　 Ｌａｒａｏｓで は， 家 畜 に し る しをつ けて か ら家 畜 の上 に 果 実 （桃 ， ざ くろ， ぶ ど

　 う， な し） と 一 緒 に 花 をふ りま き， 子 供 も 大 人 も 争 って これ を 拾 う ［ＶＡＲＩＬＬＡＳ

　 ｌ９６５：１５２］。 同 じ地 方 の Ａｙａｖｉｒｉで も，家 畜 を 囲 い か らだ す と きに ， 種 々 の果 実 ，

　 飴 玉 ， ビス ケ ッ ト， 花 を ふ りま く ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 ｌ９６５：１０６］。

　 家 畜 の結 婚 で用 い られ る花 に つ い て はす で に 記 述 した の で 改 め て触 れ ない （ｃｆ，３－２，

４）。 上記 の 内容 か ら， この儀 礼 の コ ンテ ク ス トに お け る花 は， 液体 の チ ュー リャ，粉

の リャ ンプ， 固形 の ウ ン トゥ と同 じよ うに用 い られ ， 一 般 増 殖 を表 象す る事 物 で あ る

とい え る。 した が って ， Ｍ ｉｎａｐａｍ ｐａ の よ うに， これ らが複 合 的 に 用 い られ るの も

当 然 で あ る。

　 チ ュ ー リ ャ液 ， リャ ンプ粉 ， ウ ン トゥに関 して は， 同 一 の表 象 的 価 値 （一般 増 殖 ）

の 基盤 と して， 触 覚 的 な 《柔 らか さ》 の具 体 性 を 指 摘 して お い た。 これ と の関 連 で い

え ば， 同 じコ ンテ ク ス トで一 般 増 殖 を表 す 花 も， 《視 覚 的 な柔 らか さ 》 を備 え て い る

はず で あ る。 少 な くと もあ る種 の花 に関 して は， そ の形 態 か ら《柔 らか さ 》を うか が

う ことが で き る。

　 ９　 １ｉｍ ａ－ｌｉｍ ａ （Ｒａｎｕｎｃｕｌａｃｅａｅ　Ｒｅｎｕｎｃｕｌｕｓ）は ，　 Ａｎｃａｓｈ 県 か ら Ｊｕｎｉｎ 県 にか

　 けて の限 られ た 地 帯 の， ア ンデ ス の雪 山 に生 え て い る植 物 で あ る。 そ の花 は ，部 厚

　 い花 弁 の 大 きな ば ら ｒｏｓａ の よ うで ， 綿 の よ うに 柔 らか い灰 白色 の マ ン トで保 護 さ

　 れ た薯 につ つ ま れ ， 茎 と葉 も同 じマ ン トで つ つ ま れ 保 護 さ れ て い る。 しか し， 花 の

　 中心 部 は大 変 きわ だ って お り， 表 面 が 黄 色 の カー ペ ッ ト状 を呈 した大 きな 円形 の メ

　 ダ ル にな って い る。専 門 の植 物 学 者 に よ る と， これ は頭 状 花 で ， 無 数 の小 さい花 が

　 集 って 黄 色 の メダ ル状 を呈 した もので ， そ の ま わ りに きわ めて め ず らしい毛 深 い覆

　 いの あ る 葉 が並 ん で い る。 ｈｕｉｌａ－ｈｕｉｌａ （雄 と称 す る方 は Ｃｏｍ ｐｏｓｉｔａｅ　Ｃｕｌｃｉｔｉｕｍ

　 ｃａｎｅｓｃｅｎｓ　Ｈ・ｃｔ　Ｂ・，雌 と称 す る方 は Ｃｏｍ ｐｏｓｉｔａｅ　Ｃｕｌｃｉｔｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ　Ｈ ．　Ｂ．　Ｋ ．），

　 ｕｗｉｓｈ－ｕｗｉｓｈ （Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ｓｅｎｅｃｉｏ　ｔｒｉｄｅｎｔａｔｕｓ　ＤＣ．），　ｗａｑｃｈｕｒ （ｈｕａｍ ａｎｒｉｐａ

　 ｈｅｍ ｂｒａと もい うが Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ｓｅｎｅｃｉｏ　ｃｕｌｃｉｔｉｏｄｅｓ　Ｗ ｅｄｄ）も海 抜 ４，５００ｍ の雪 山

　 に生 え ，花 は ｌｉｍ ａ－１ｉｍａ と同 じ よ うに ，一 種 の 毛 深 い覆 いで 保 護 され て い る。ｓｕｍ ａｊ－

　 ｓｕｎｃｈｕ （Ｇｅｎｔｉａｎａｃｅａｅ　Ｇｅｎｔｉｎａ）の 葉 は 緑 色 で ，茎 が 赤 っぽ い 色 を して お り，赤 い

　 色 の花 はへ りがつ きで た つ り鐘 状 に な って い る。ｏｑｃｈａ（Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ａｃｈｙｒｏｃｌｉｎｅ）

　 は円錐 花 序 の花 で ， 色 は 黄 色 で あ る 。 そ の形 は きわ め て奇 妙 で ，殆 ど透 明 に近 い １

　 本 の芯 に花 が 集 って い る （学 名 表 記 は原 文 通 り） ［ＡＲ（｝ｕＥＤＡｓ　 １９５３：２６７］。

　 この記 述 は， 全 文 で は な い が， Ａｒｇｕｅｄａｓ の観 察 記 録 を訳 出 した もので あ る。 植 物

学 的 な見 地 か らは記 述 は あ い ま い だ ろ う と思 わ れ る。 た だ し こ こで 重 要 な の は ， 儀 礼
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につ い て の 秀 れ た観 察 者 が把 え た， あ る種 の 植物 の 《柔 らか さ 》 と 《神秘 性 》で あ る。

セ ニ ャル儀 礼 の歌 の 中 に は， これ らの 植物 に言 及 した 内容 の もの が 多 い の も注 目を要

す る。

　 こ の よ うに視 覚 的 に 《柔 らか い》 あ る種 の花 は， チ ュ ー リャ液 や脂 肪 分 の ウ ン トゥ

と 同 じに ， あ る儀 礼 の場 面 では 《柔 らげ る 》働 き を有 して い る。 家 畜 の焼 印 を入 れ た

個 所 に 丘ｋｓａ液 や ｕｎｔｕ を か け て痛 み を や わ らげ る こ とはす で に指 摘 した 。　 Ｓｏｃｏｓ村

で は羊 の 耳 を 切 った 部分 を花 で ふ き と るが ， これ を 「羊 が痛 が らない よ うに」 と説 明

す る。 Ｔｕｐｅ で も耳 を 切 った あ との流 れ る血 を 花 で ふ き と って い る （１－２６）。 さ らに

Ｔｕｐｅで は 焼饅 を あ て た所 に は と う も ろ こ し粉 の 水 溶 きの 丘ｋｓａ を か け ， や け どを 鎮

め る。 Ｔａｙａｃａｊａ地 方 （Ｊｕｎｉｎ県 ） の事 例 は， この点 を 確 実 にす る と同時 に， い くつ

か の興 味 あ る事 実 を つ け 加 え る。

　 １０　 セ ニ ャル 儀 礼 の た め に高 山植 物 を と りに行 く際 に は ， 何 人 か が一 緒 に な って 行

　 き ， 山 に対 す る 「支 払 い 」ｐａｇａｐａ をす る。 ひ ょうた ん 容器 ま た は壺 に飴 玉 ， 干 し

　 ぶ ど う， コ カ， ワ イ ン， アグ ァル デ ィエ ンテ酒 ， そ の 他 を 入 れ ， これ を 山腹 に埋 め

　 る。 も し一 人 で でか け た り，「支 払 い 」 を しな か った りす る と， 山 が激 しい嵐 を お

　 こ し ｄｅｓｃａｒｇａｒ，花 を め ち ゃめ ち ゃに して しま う （ｃ£ ４－２）。 山で 採 って くる ｌｉｍ ａ－

　 １ｉｍａ は 「こ とば を は じけ させ る ｒｅｖｅｎｔａｒ」 効 果 が あ る とい わ れ る。 「発 育 遅 れ」

　 ｒｅｔａｒｄａｄｏ で 口 が き けな い 幼 児 の 口唇 を ， この花 で 軽 くたた い て や る と， 口 が き け

　 るよ うに な る。 セ ニ ャル儀 礼 で は， この ｌｉｍ ａ－ｌｉｍａ は牛 を ，　 ｗｉｌａ－ｗｉｌａ は 羊 を ，

　 ｋｕｃｈｉｐ－ｃｈｕｐａｎ は豚 を ， そ れ ぞ れ表 す 。 ま た ｗｉｌａ－ｗｉｌａ は 「一 種 の エー テ ル 」 と

　 して ， リボ ンを通 す た め に耳 に穴 を あ け る と きの痛 み を， 家 畜 に 感 じ させ な い 効 果

　 が あ る。 ｓｕｍａｙ－ｃｈｕｎｃｈｏ は 「家 畜 の数 をか ぞ え るの を 助 け る」 とさ れ，　 ｋｕｃｈｉｐ－

　 ｃｈｕｐａｎ は 「家 畜 を 捕 え， 制 御 す る ｄｏｍｉｎａｒ の を 助 け る」 と い われ る ［ＱｕｌＪＡＤＡ

　 １９５７：２０］。

　 発 育 を促 進 させ る １ｉｍａ－１ｉｍａ の働 き は， 花 が 一般 増 殖 を表 象す る とい う，これ まで

の 検討 結 果 を 支持 す る。 ま た ｗｉｌａ－ｗｉｌａ の鎮 痛 作 用 は Ｕｋｓａ液 や ウ ン トゥの 脂 肪 分 の

働 き と同 じで あ る 。 た だ し， そ の 《柔 らげ る 》働 き は， 「エ ー テル 」 と して ， 嗅 覚 的

に把 え られ て い る 。 これ が儀 礼 の 観 察 者 の表 現 な の か ，儀 礼 を行 って い る人 の 直 接 の

表 現 な の か は ， は っき り しな い。 しか し， これ らの 花 の あ る もの が非 常 に強 い香 りで

特 徴 づ け られ て い る こ とは注 目 して お くべ きで あ る。 た とえ ば上 述 の ｌｉｍ ａ－１ｉｍ ａの あ

る種 に つ い て ，Ａｐｕｒｉｍ ａｃ県 の イ ンデ ィオ は， そ の 勾 い を 嗅 ぐだ けで 鼻 血 が で る と い

う ［ＳｏｕＫｕＰ　 ｌ９７０：２８９］。 儀 礼 の 観 察 者 に 見 逃 され る可能 性 が大 い に あ るが ， 花 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　３３
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「香 り」 と い う嗅 覚 の メデ ィア も， セ ニ ャル 儀 礼 の重 要 な側 面 で あ る。

　丘ｋｓａや ｓｅｂｏ の鎮 痛 効 果 は 《 触覚 的 》 に把 えた 《柔 らげ る》 効 果 で あ る 。Ｔａｙａｃａｊａ

の ｗｉｌａ－ｗｉｌａの 効 果 はむ しろ 《嗅 覚 的 》で あ り， こ の点 で は，　Ｓｏｃｏｓ村 の花 の効 果 は

《触 覚 的 も し くは視 覚 的 》で あ る。 な お チ ュー リャ液 に つ いて は， 材 料 の と う もろ こ

し粉 の性 質 か ら， そ の 《柔 らか さ》 を 引 きだ して お い た。 そ の 内容 が チ チ ャ酒 ， ワイ

ン，砂 糖 水 に お よん で い る こ とを 考 慮 す れ ば ， そ の 《柔 らか さ 》は 《味覚 的 》 に 変 換

しうる こと を指 摘 で き る。 な お ， Ｌｉｒａに よ れ ば ケ チ ュア語 の １１ゑｎｐｕ は 「非 常 に柔 ら

か い ， な め らか な， ビ ロー ドの よ うな 」 を 意 味 す る が， 味覚 に も関係 した 形容 と して

「酸 味 や苦 み の な い味 で， 味 覚 に繊 細 な」 を 表 す ［ＬＩＲＡ　 １９６３：２７８］。 つ ま り， 一

般 増殖 の表 象 的 価 値 を 共 通 す るチ ュー リャ液 ， リャ ンプ粉 ， ウ ン トゥ， 花 は， 事 物 と

して は 異 な ってい て も， 味 覚 ， 触 覚 ， 視 覚 ， 嗅覚 の 局面 で 《柔 らか さ 》を 有 して い る

の で あ る。五 感 の残 る一 つ 聴 覚 に関 して は， 儀 礼 に お け る音 の メ デ ィアの 分 析 を通 じ

て ， そ の 内容 を 明 らか に し うるで あ ろ う。 セ ニ ャル 儀 礼 に お け る音 楽 の中 で ， 殆 ど不

変 の 部 分 を なす と もい え る， 女 性 の 叩 く太 鼓 ｔｉｎｙａ （ｃｆ．１－１３， １９）は そ の有 効 な手 掛

りを 与 え て い る。

　 Ｔａｙａｃａｊａ の事 例 か ら， 花 の 表 す 《 一 般増 殖 》表 象 に も， 《生 殖 》 や 《増 量 》 の場

合 と同 様 に， 《制 御 》 の観 念 を伴 う こ とを 指摘 で き る。 あ る種 の花 は家 畜 の数 を か ぞ

え る （数 量表 現） の を 助 け， また 別 の 花 は直 接 に 家 畜 を 制 御 ｄｏｍｉｎａｒす る の を 助 け

る。 この点 で は Ｍ ｏｙａ の ｋｕｙａ－ｋｕｙａ が 主人 へ の愛 情 を家 畜 に抱 か せ る （即 ち馴 致 ）

の も同 じで あ る （４－３）。 した が って ， 表 象 的 価 値 に お い て 《 異 型 同種 》 で あ る チ ュー

リ ャ液 ， リャ ンプ粉 ， ウ ン トゥに も 《制 御 》 観 念 が 伴 って い る こ とを想 定 で き る。事

実 ，Ｔｕｐｅ で は Ｕｋｓａ 液 を ま く と きに， 「牛 を 捕 え て お い て 欲 しい ，走 らせ な い で欲

しい 」 と祈 願 す る （１－２４）。 Ｄｅｌｇａｄｏ に よれ ば ， この Ｕｋｓａを ま くの は， 「セ ニ ャル 儀

礼 の 期 間 中 に 何事 もお きな い よ うにす る た めで ， 家 畜 の 力 が 人 間 に 勝 って い るの で ，

そ の 力 に よる 不 慮 の事 故 を お それ る」 か らだ と説 明 され て い る ［ＤＥＬＧＡＤｏ　ＤＥ　ＴＨＡｙｓ

ｌ９６５：２４６］。　Ｍ ｉｎａｐａｍ ｐａ で は， リャ ンプの 捧 げ 物 が 直 接 に 山 の ス ピ リ ッ ト （増 殖

の 原 因 と して の 神 格） の 心 を 《柔 らげ る 》 ａｂｌａｎｄａｒの で あ り， 《柔 らげ る 》 と 《制

御 》概 念 の近 似 性 は こ こで一 層確 実 性 を増 す 。

５． 増殖 の期待 と現実

前項ではセニャル儀礼における花の特性に注目し，その増殖表象をチュー リャ液や
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リャ ンプ と同 じに一一般 増 殖 と して 扱 って きた 。 しか し花 は そ の 固有 の性 質 の ゆえ に ，

前二 者 とは異 な った 意 味 も帯 び る。 表 象 の 視 覚 的 メデ ィア に つ い て はす で に触 れ た が ，

そ れ と関連 して ， 花 は数 え る こ とがで き る点 で は ， コ カの 葉 と も同 じ性 質 を有 して

い る。　 あ る種 の 花 が家 畜 を表 す とい うの は （４－３），　 コカ の 葉 が 家畜 を表 す （３－１０，

ユ２）　 こ とに通 じ る６ と もに 《 増 殖 した 家 畜 》を 表 す 点 で も同 じで あ る。 詳 しい 内 容

は全 く不 明 だ が， コ カの 葉 が 家 畜 の雄 を， 花 が 雌 を 表 す とい う 興 味深 い資 料 もあ る

［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 ｌ９６３！４：２１７］。

　 つ ま り コ カの 葉 同様 に， 花 もまた 《数 え られ る増 量 》 を 表 象 し う る とい え る。

Ｍ ｏｙａ村 で は前 夜 に選 んだ コ カ キ ン トゥの数 に応 じて ， 当 日の 祭 りの始 ま りに ，と り

し き り役 の 頭 目 か ら花 を 分 けて も ら って 身 体 を 飾 る （３－１］）。 Ｍ ｏｙａ の コ カ キ ン トゥ

が 家 畜 を 表 す と い う記 述 はな い 。 しか し， Ｔｕｎａｎ の コカ キ ン ｂウは増 量 した家 畜 を

表 して い る （３－１２）。 Ｍ ｏｙａ の コカ の葉 と花 の 対 応 ，　Ｔｕｎａｎ の コカ の葉 と増 殖 した 家

畜 の 対 応 か らは， 花 と増 殖 した 家 畜 の対 応 を ひ きだ す こ とが で きる 。 こ の点 を明 らか

に した 上 で ，改 め て花 を家 畜 に投 げ る儀 礼 （ｃｈｉｃｕｓｏｎ，　ｃｈｉｃ－ｃｏ，　ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏ な ど と呼

ば れ る） を 検 討 す る と， 花 だ けで な く， 一 般 に はほ か の事 物 と複合 して 用 い られ て い

る こ とが わ か る。 そ の好 例 は Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ （３－２８） や Ｌａｒａｏｓ （４－８） で あ る。

　 Ｍ ｉｎａｐａｍ ｐａ （リ ャ ンプ粉 ，　ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ とい うプ ナ の草 ， コ カ キ ン トゥ， ク ラ ベ

ル の 花 ， ａｃｈｉｔａ の種 子， チ チ ャ酒 ）。

　 Ｌａｒａｏｓ （桃， ざ くろ， ぶ ど う， な し， 飴 玉 ， ビスケ ッ ト， 花 ）。

　 類 例 を あげ る と， Ｔｕｐｅ （花 ， 果 実 ， ビ スケ ッ ト， 干 しぶ ど う， 飴 玉 ） （１－２７），

Ｍ ａｃｕｓａｎｉ（家 蓄 の 糞 ，小 さ な石 の ｃｈｉｌｌｕ）（２－１８），　Ｐａｒｉａｈｕａｎｃａ （ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ，　ａｃｈｉｔａ

の 種 子 ，豆 ），Ｔｕｎａｎ（と う も ろ こ し粒 ，飴 玉 ，　ｑｕｉｎｏａ の 種 子 ，ビ ス ケ ッ ト），　Ａｙａｐａｔａ

（チ ュー リャ液 ， 花）， Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉ （チ ュー リャ液 ，’コカ の葉 ） な どが あ る。

　 こ の リス トに あ る 品物 は 山 の ス ピ リ ッ トへ の捧 げ物 と もほ ぼ一 致 す る とい え る。 ス

ピ リ ッ トへ の 捧 げ物 の カ テ ゴ リー は，全 体 と して意 味 の あ る体 系 を構 成 す る と推 定 で

き る のだ が ， 目下 の と ころ充 分 な資 料 が な い。 この た め に は， 捧 げ 物 の個 々 の性 質 ，

味 覚 の体 系 ， 捧 げ物 の動 機 と機 会 等 につ い て の検 討 が必 要 にな る。 しか し，家 畜 に こ

れ らを投 げか け るの は家 畜増 殖 を期 待 した儀 礼 行 為 で あ る こと， チ ュー リャ液 ， コカ

の葉 ， 花 の増 殖 表 象 が す で に 明 らか で あ る こ とを考 慮 す れ ば ， 複 合 的 に 用 い られ る事

物 の全 て が 増 殖 観念 と関 連す る もので あ る こ とは ，容 易 に推 定 で き る。 そ こで この リ

ス トに あ る全 品 目に一 定 の オ ー ダ ー を与 え て み る と，個 々 の事 物 の 数 と大 きさ の 関係

が 注 目さ れ る。 す な わ ち全 品 目を， そ の他 の 属 性 の い か ん に かか わ らず ， 個 々 の 形 の
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図１ 増 量 表 象

大 小 と数 の 大 小 に従 って配 列 す る こと が可 能 で あ ろ う。ア チー タ ａｃｈｉｔａは植 物 学 的 に

Ａｍ ａｒａｎｔｈｕｓ に属 す る もの で ， 粒 の 小 さ い穀 物 で あ る ［ＳｏｕＫｕＰ　 ｌ９７０：１８］。 キ ノ

ア ｑｕｉｎｏａ は Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ で これ もア ンデ ス高 地 で 一 般 的 な穀 物 で あ り， そ の 粒

は小 さ い ［ＳｏｕＫｕＰ　 ｌ９７０：７８－７９］。 アチ ー タ や キ ノ ア の小 さい 粒 に 対 し， 果 実 の な

しや 桃 は は る か に大 きい （とい って もア ンデ ス山 岳 地 帯 の農 村 で 手 に入 る果 実 は こぶ

しの 大 き さ に足 りな い程 度 で あ る）。 その ほ か の 事 物 は 中間 の いず れか に位 置 す る こ

とに な る。 数 の大 小 に よ る配 列 は これ と丁 度 逆 の 関 係 で あ り，上 図 の よ うに示 す こ と

が で き る。 こ こで 粒 の小 さい 数 の 多 い ア チ ー タや キ ノ アが増 量 の 《期 待 》を 表 す こ と

は容 易 に推 定 で き る （粒 子 の 細 か い リャ ンプ粉 や チ ュー リャ液 に近 い）。

　 １　 Ｐａｒｕｒｏで は，山 の ス ピ リ ッ トに対 す る捧 げ物 を す る とき （ケ チ ュア語 の テ ク ス

　 トと して採 録 さ れ た資 料 に あ らわ れ た セ ニ ャル 儀 礼 の 内容 で あ る 。 ｃｆ．　Ｐ．２２）， 山

　 の名 を 呼 ん で， と う もろ こ しの 粒 ｇｒａｎｏｓ　ｄｅ　ｍ ａｉｚ， コカの 葉 ｈ（）ｊａｓ　ｄｅ　ｃｏｃａ， 脂 肪

　 の ｕｎｔｕ を 捧 げ， アグ ア ル デ ィエ ンテ酒 とチ チ ャ酒 をふ りま く。 参 加者 に コカ の葉

　 を分 配 し， ブ ナ の草 ｉｃｈｕ に 金紙 と銀 紙 を つ けた 旗 を つ く り， 家 畜 が 増 え る よ うに

　 若 干 の ｑａｆｉｉｗａ （ア チ ー タ の こと） を そ え る ［ＦＡＲＦＡＮ　ｌ９６４：２６２］。

　 ２　 Ｔｕｎａｎ の ｃｈｉｃ－ｃｏ の 場合 ， し る しを お わ って家 畜 の 囲 い か らだ す とき， 主 人

　 の妻 が マ ン トにつ つ ん だ キ ノア， とう も ろ こ し粒 ， ビス ヶ ッ ト， 飴 玉 を特 別 な 音 楽

　 に 合 わせ て 家 畜 の上 にふ りま く。 前 夜 の コ カキ ン ト ゥと同 じよ うに， 投 げた キ ノ ア

　 の数 ほ ど に家 畜 が 増 え る こ とを願 って ， これ を 行 う ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：２７１］。

　 ア チ ー タや キ ノ ア の多 数 の小 粒 が増 量 （増 殖 ）の 《期 待 》 を表 して い る とす る と， 粒

が 大 き くな る につ れ （した が って数 が少 な くな るに つ れ ），そ の事 物 の表 す 増 量 の程 度
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は 《期 待 》か ら遠 ざか り， つ ま りは 《現 実 》 に近 づ く。実 際， 粒 の大 き い もの が 《現

実 的 》で あ る こ と は， Ｍ ｏｙａ に お け る家 畜 番 へ の 贈 り物 で あ る 首飾 りが 示 して い る。

　 １３ ｗａｌｌｐａ はパ ンと果 実 を交 互 に糸 に通 し て作 る首 飾 りで ， 家 畜 番 に与 え る。 番

　 人 が世 話す る雄 牛 １頭 に つ き １個 の鳥 形 のパ ン， 雌 牛 １頭 に つ き １個 の人 形 のパ ン

　 を 通す こ とに な って い る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 ｌ９６５：１２９］。

　 した が って Ｍ ｏｙａ の 首 飾 りの パ ンと果 実 は， 現 に所 有 す る頭 数 に応 じた もので あ

る。Ｔｕｐｅで も果 実 を 通 した房 飾 りを 牛 の 角 に か けて や る （１－８， １９， ２７）。 上 述 の オ

ー ダ ー で は果 実 もパ ン も形 の 大 きい数 の少 な い極 に位 置 して い る
。 つ ま り， 家 畜 に投

げ か け るキ ノア や アチ ー タは ， 儀 礼 を 行 う人 々の 《期 待 》 に 近似 し， 果 実 やパ ンは

《現 実 》 に近 似す る，《 増 量 の表 象 》 と な る。家 畜番 に与 え る首 飾 り と家 畜 へ 投 げ る 品

物 とが 同 一 の カ テ ゴ リーで あ る こ と は殆 ど明 らか で あ る 。用 語 の 上 か らこれ を確 認 す

る こ とが で き，　Ｐｉｌｃｏｍａｙｏで は家 畜 に投 げ る こ とを ｈａｌａｐａｃｕｙ とい い ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ

ｌ９６３！４：２０４］，同 じ Ｊｕｎｉｎ 県 の Ｔｕｎａｎ で は家 畜 番 へ 首飾 りを か け る こ とを ｈａｌａ－

ｐａｃｕｙ とい って い る ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 １９５３：２７２］。

　 こ の場 合 ， 投 げ られ る花 が オ ーダ ーの 中 間 に あ る と見 倣 す こ とを許 さ れ る な ら， 花

は 《期 待 》 と 《現 実 》の 統合 を表 す とも いえ るわ けで ， これ は 《制 御 され た増 殖 》の

基 本 メ ッセ ー ジの 変 形 に ほ か な らず ， 《現 実 的 な 増 殖 》 を表 す 。 こ こで 扱 う余 裕 はな

い が， この 《現 実 的 増 殖 》が ，ｉｌｌａや ｃｎｑａｙｃｈｕの 有 す る非 限 定 的 な 《神 秘 的 増 殖 》

と対 比 さ れ る ので あ り， セ ニ ャル儀 礼 の 《移 行 》表 象 が ， この 間 の移 行 を 明示 す る の

で あ る 。

　 花 は 視覚 的 に 《 きわ だつ 》 とい う特 性 の ゆ え に， 《 しる し》の 表 象 とな るの だ が ，

こ こに 関 して い え ば ， 《制 御 され た 増殖 》 の い わ ば 目 じる しと して 花 が 位 置 す るの で

あ る。 ま た ， あ る 種 の 花 は それ 自体 で 《制 御 され た増 殖 》 を表 す 可 能 性 も考 慮 す べ き

で あ る。 ｌｉｍａ－ｌｉｍ ａ の 頭 状 花 や ｏｑｃｈａ の 円 錐 花 の よ うに， 多数 の 小 さい 花 が 集 って

構 成 す る秩 序 が ， 経 験 あ る花 摘 み の女 性 の 観 察 の 目か らの が れ る こ と は な いで あ ろ う。

同 じ内 容 を Ｔｕｐｅの 「司祭 」 は， 家 畜分 配 儀 礼 ｓｈｕｆｉｏ に お い て ，「子 供 の 数 が た とえ

５００人 に な ろ うと も， 兄 弟 は互 い に協 力 して暮 さね ば な らぬ 」 と， 数 の多 さ と統 合 を

《社 会 学 的 》に 強 調 す る （１－３３）。 花 摘 み の 女 性 は この 点 を 《植 物 学 的 》 に把 えて い

る。

　 と こ ろで ， 家 畜 に投 げ か け られ る事 物 の 中で ， コ カの 葉 も花 と同 じ中 間 に位 置 す る。

コカが 一 般 増 殖 の 表 象 で あ り， 特 定 の コ ンテ ク ス トにお いて 《限 定 され た 増 量 》 の 表

出 で あ る こ とはす で に指 摘 した 。 この 表 象 の 局面 に お いて ， コ カの 葉 と山 の 花 は一 体

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３７



国立民族学博物館研究報告 ３巻 １号

性 を有 して い る。 と もに家 畜 を表 す こ とは先 に指 摘 した 通 りで あ る。 しか し， コカ の

葉 と 山の 花 の一 体 性 は， シ ンメ トリ ックな 関係 の上 で 成 り立 って い る こ とに も注 目 し

て お かね ば な らな い 。 まず 基 本 的 に， コ カの 葉 は 山 の ス ピ リ ッ トに対 す る， 人 間 の 側

か らの捧 げ物 で あ り， 山 の 花 は ス ピ リッ トが 人 間 に与 え る もの で あ る （ｃｆ．　４－３）。 し

た が って， コカ の葉 は捧 げ物 の 儀 礼 が 中心 と な った 厳 粛 な 前 夜 祭 に お い て 重 要 で あ

り，花 は 当 日の に ぎや か な儀 礼 を色 ど る飾 り と して 重要 で あ る。 コ カの 多 量性 は選 択

（コカ キ ン トゥ選 び） に よ って 《集 約 的 》に 表 され ，花 の 多 量 性 は交 換 ，分 配 に よ っ

て 《拡 散 的 》 に表 され る 。 つ ま る と ころ， コ カの 葉 は ，増 殖 を め ぐる因 果 関係 に お い

て ，原 因 の側 に あ り， 花 は結 果 の側 に あ る。 両 者 が 《増 え た家 畜 》を 表 す と して も，

位相 は異 な って い る。
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